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神代小学校入学式　
4月7日、雲仙市内のすべての小中学校において入学式が行われました。
神代小学校では、校長先生より新入生に向けて、「上級生と一緒に神代地区の
挨拶名人になりましょう」との歓迎の挨拶が送られました。
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▪
市
制
施
行
10
周
年
を
迎
え
て

　
本
年
は
、
市
制
10
周
年
と
い
う
節

目
の
年
を
迎
え
、
新
た
な
出
発
の
年

と
な
る
こ
と
か
ら
10
周
年
記
念
事
業

の
中
心
的
な
公
式
行
事
と
し
て
、
記

念
式
典
を
開
催
し
、
ま
た
、
こ
の
10

年
の
歩
み
を
市
民
の
皆
様
と
と
も
に

振
り
返
り
、
次
の
10
年
が
更
な
る
飛

躍
の
10
年
と
な
る
よ
う
取
り
組
み

ま
す
。

▪
地
方
創
生

　
国
の「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の

基
本
方
針（
骨
太
の
方
針
）2
0
1
4
」

で
は
望
ま
し
い
未
来
像
に
向
け
た
政

策
推
進
と
し
て「
50
年
後
に
1
億
人

程
度
の
安
定
し
た
人
口
構
造
を
保
持

す
る
こ
と
を
目
指
す
」と
掲
げ
ら
れ
、

9
月
に「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
本
部
」を
設
置
、
11
月
に「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」が
成
立
、

12
月
に
は
国
に
お
け
る「
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
」お
よ
び「
総
合
戦
略
」が
閣

議
決
定
さ
れ
、
1
月
26
日
に
開
会
さ

れ
た
第
1
6
9
回
通
常
国
会
に
お
い

て
、
地
方
創
生
関
係
交
付
金
な
ど
を

含
む
平
成
26
年
度
補
正
予
算
も
成
立

す
る
な
ど
、
国
は
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
人
口
減
少
や
地
域
経
済
活
性

化
を
含
む
地
方
創
生
に
取
り
組
ま
れ

て
お
り
ま
す
。

　
雲
仙
市
に
お
い
て
も「
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」お
よ
び「
総
合
戦
略
」を
策

定
す
る
よ
う
取
り
組
む
と
と
も
に
、

国
や
県
の
支
援
策
等
の
対
応
に
注
視

し
、
速
や
か
に
雲
仙
市
の
人
口
減
少

お
よ
び
経
済
活
性
化
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

▪
教
育
委
員
会
制
度

　
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」が
公
布
さ
れ
、
平
成
27
年

4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
正
は
、
教
育
の
政
治
的

中
立
性
、
継
続
性
・
安
心
性
を
確
保

し
つ
つ
、
地
方
教
育
行
政
に
お
け
る

「
責
任
体
制
の
明
確
化
」、「
迅
速
な
危

機
管
理
体
制
の
構
築
」、「
地
方
公
共

団
体
の
長
と
教
育
委
員
会
と
の
連
携

の
強
化
」を
主
な
ね
ら
い
と
し
て
行

わ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
に
伴
い
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
る「
総
合
教
育
会
議
」は
、

地
方
公
共
団
体
の
長
と
教
育
長
お
よ

び
教
育
委
員
に
よ
り
構
成
し
、
地
方

公
共
団
体
の
長
が
招
集
す
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
教
育
行
政
の
方
向
性

を
示
す「
大
綱
」の
策
定
や
、
教
育
の

条
件
整
備
な
ど
重
点
的
に
講
ず
べ
き

措
置
等
の
協
議
・
調
整
が
行
わ
れ

ま
す
が
、
最
終
的
に
は
執
行
権
限

は
教
育
委
員
会
に
留
保
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
　

　
ま
た
、
教
育
の
目
標
や
施
策
の
根

本
的
な
方
針
を
示
す「
大
綱
」の
策
定

に
つ
き
ま
し
て
は
、「
総
合
教
育
会

議
」に
お
い
て
、
十
分
に
協
議
・
調

整
を
行
っ
た
上
で
策
定
し
、
各
種
教

育
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

▪
九
州
市
長
会
総
会

　
本
年
5
月
に
、
九
州
の
1
1
8
市

の
市
長
が
一
堂
に
会
し
、「
第
1
1
6

回
九
州
市
長
会
総
会
」が
雲
仙
市
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
雲
仙
温

泉
観
光
協
会
や
、
雲
仙
旅
館
ホ
テ
ル

組
合
の
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
雲

仙
市
の
効
果
的
な
P
R
が
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※�

主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、「
雲
仙

市
総
合
計
画
」の
6
つ
の
基
本
方

針
に
沿
っ
て
説
明
。

『
参
加
と
協
働
』

　
自
治
会
や
市
民
団
体
の
活
動
支
援

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
自
治
会
活

動
活
性
化
交
付
金
や
地
域
づ
く
り
補

助
金
等
に
よ
る
活
動
支
援
を
行
い

ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
寄

附
者
が
謝
礼
品
を
選
択
で
き
る
よ
う

特
産
品
を
掲
載
し
た
カ
タ
ロ
グ
を
作

成
し
、
寄
附
額
の
増
、
市
お
よ
び
特

産
品
の
P
R
を
図
り
ま
す
。

『
行
政
運
営
』

　
行
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
昨
年
10

月
に
雲
仙
市
単
独
電
算
シ
ス
テ
ム
事

業
が
完
了
し
、
本
稼
動
を
開
始
し
て

安
定
運
用
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
円
滑
か
つ
効

果
的
な
運
用
と
と
も
に
、
信
頼
性
・

安
全
性
の
確
保
を
図
り
な
が
ら
、
社

会
保
障
・
税
番
号
制
度
の
開
始
に
向

け
た
シ
ス
テ
ム
の
改
修
な
ど
、
引
き

続
き
電
子
自
治
体
の
推
進
に
よ
る
行

政
事
務
の
効
率
・
適
正
化
と
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
機
構
改
革
に
つ
い
て
は
、
わ
か
り

や
す
く
簡
素
で
効
率
的
な
組
織
体
制

づ
く
り
を
目
指
し
、
平
成
28
年
4
月

の
組
織
・
機
構
の
見
直
し
に
向
け
た

調
整
を
行
い
ま
す
。

　
収
納
推
進
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

を
活
用
し
、
滞
納
者
に
対
す
る
市
税

滞
納
原
因
等
の
分
析
、
並
び
に
過
払

い
等
の
債
務
整
理
な
ど
生
活
改
善
の

提
案
を
行
い
、
中
長
期
的
な
観
点
で

市
税
の
安
定
的
・
継
続
的
な
納
税
に

つ
な
げ
ま
す
。

　
総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、
平
成
28

年
度
に
現
計
画
の
最
終
年
度
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
第
2
次
雲
仙
市
総
合

計
画
の
策
定
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
は
、
当
初
計

画
を
一
部
見
直
し
、
増
築
庁
舎
の
完

平
成
27
年
第
1
回
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、金
澤
市
長
が
述
べ
た
「
施
政
方
針
」

を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
施
政
方
針
と
は
、
市
政
運
営
の
目
指
す
方

向
性
を
示
し
た
も
の
で
す
。）

平
成
27
年
度
　
施
政
方
針

み
ん
な
で
つ
く
る

ま
ち
づ
く
り

1

雲仙市まち・ひと・しごと創生本部発足

雲仙市オリジナル
カタログ
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成
後
、
平
成
27
年
度
か
ら
28
年
度
に

か
け
て
既
存
庁
舎
の
改
修
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
国
見
・
南
串
山
両

総
合
支
所
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年

度
に
お
い
て
設
計
を
行
い
、
瑞
穂
・

小
浜
両
総
合
支
所
に
つ
い
て
は
耐
震

診
断
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
利

活
用
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
す
。

愛
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建

設
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
庁
内
で
検

討
を
重
ね
て
お
り
ま
す
が
、
よ
り
よ

い
施
設
と
な
る
よ
う
市
民
の
代
表
や

関
係
者
等
に
よ
る
建
設
検
討
委
員
会

を
組
織
し
、
基
本
構
想
を
と
り
ま
と

め
、
住
民
説
明
会
を
開
催
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

『
住
環
境
』

　
定
住
促
進
対
策
に
つ
い
て
は
、
定

住
促
進
奨
励
補
助
金
制
度
に
よ
り
若

者
世
代
の
定
住
促
進
に
努
め
、
ま
た
、

引
き
続
き
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
活

用
し
、
定
住
、
移
住
対
策
を
推
進
し

ま
す
。

　
婚
活
支
援
に
つ
い
て
は
、
婚
活
を

行
う
方
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
な
ど
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的

と
し
た
婚
活
支
援
講
座
の
開
催
や
、

市
内
で
活
動
す
る
団
体
の
支
援
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
木
造
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、

地
震
等
の
災
害
に
強
い
住
宅
お
よ
び

建
築
物
を
目
指
し
、
耐
震
診
断
・
改

修
補
助
の
充
実
に
よ
り
耐
震
化
の
促

進
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
大
規

模
建
築
物
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、

耐
震
改
修
計
画
作
成
費
用
も
対
象
に

加
え
耐
震
化
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
水
道
に
つ
い
て
は
、
上
水
道
事
業

で
は
、
国
見
地
区
の
配
水
管
布
設
替

工
事
お
よ
び
小
浜
地
区
の
浄
水
場
改

修
工
事
を
行
い
、
ま
た
、
簡
易
水
道

事
業
に
つ
い
て
は
、
千
々
石
簡
易
水

道
統
合
整
備
事
業
の
早
期
完
了
に
向

け
取
り
組
み
ま
す
。

　
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
適

正
な
維
持
管
理
と
接
続
推
進
に
努
め
、

ま
た
、
下
水
道
等
区
域
外
の
浄
化
槽

の
設
置
整
備
に
つ
い
て
は
、
補
助
対

象
を
51
人
槽
以
上
ま
で
に
拡
大
し
環

境
整
備
を
図
り
ま
す
。

　
雲
仙
古
湯
地
区
街
な
み
環
境
整
備

事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
完

成
に
向
け
、
解
体
し
た
旧
パ
ー
ク

ホ
テ
ル
跡
地
の
公
園
整
備
を
行
い

ま
す
。

『
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
』

　
市
民
の
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
は
、
消
防
団
を
中
核
と

し
た
防
災
力
の
充
実
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
災
害
時
に
災
害
対
策
機
能

が
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
、
本
庁
舎

お
よ
び
千
々
石
庁
舎
に
太
陽
光
パ
ネ

ル
と
蓄
電
池
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
地
域

の
実
情
に
即
し
た
情
報
な
ど
を
地
図

に
記
載
し
た「
マ
イ
防
災
マ
ッ
プ
」の

作
成
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
災
害
が

発
生
し
た
場
合
の
災
害
情
報
の
収
集
、

伝
達
体
制
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
　

　
併
せ
て
、
災
害
時
等
に
お
け
る
高

齢
者
な
ど
安
心
安
全
の
確
保
を
図
る

た
め
、
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援

計
画
の
要
援
護
者
名
簿
の
整
備
お
よ

び
自
治
会
に
お
け
る
避
難
支
援
訓
練

の
実
施
を
推
進
し
ま
す
。

　
海
岸
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、

台
風
等
の
高
潮
の
越
波
に
よ
る
住
民

の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
南
串

山
赤
間
漁
港
海
岸
保
全
整
備
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
よ
り
瑞
穂
町
横
田
地
区
の
急

傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た
河

川
護
岸
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
4
河

川
に
お
い
て
改
良
事
業
を
行
い
、
小

規
模
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
緊
急
性

等
を
判
断
し
、
維
持
補
修
事
業
に
よ

り
対
応
し
ま
す
。

『
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
』

　
防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
防
犯
灯

や
街
路
灯
の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、

L
E
D
防
犯
灯
の
設
置
に
か
か
る
補

助
加
算
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
ま

た
、
市
と
地
域
防
犯
団
体
が
中
心
と

な
り
、
防
犯
活
動
の
推
進
と
防
犯
力

の
強
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
消
費
者
行
政
に
つ
い
て
は
、
被
害

を
未
然
に
防
止
す
る
啓
発
活
動
の
強

化
を
重
点
課
題
と
し
、
市
民
の
皆
様

が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
づ
く
り
を
目
指
し
、
将
来
に
わ

た
り
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

『
道
路
網
・
交
通
体
系
』

　
道
路
に
つ
い
て
は
、
合
併
に
よ
り

旧
町
か
ら
引
き
継
い
だ
継
続
事
業
の

早
期
完
成
を
目
指
す
と
と
も
に
、
道

路
の
改
良
お
よ
び
橋
梁
な
ど
老
朽
化

に
伴
う
維
持
補
修
に
つ
い
て
、
緊
急

性
等
を
判
断
し
計
画
的
に
整
備
を
進

め
ま
す
。
地
域
高
規
格
道
路「
島
原

道
路
」の
吾
妻
愛
野
バ
イ
パ
ス
に
つ

い
て
は
、
愛
野
I
C
か
ら
吾
妻
町
広

域
農
道
取
付
ま
で
の
約
1
・
7
k
m

区
間
を
平
成
29
年
度
完
成
目
標
と
し

て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
愛

野
町
か
ら
小
浜
町
ま
で
の
道
路
整
備

計
画
に
つ
い
て
は
、
住
民
が
安
全
で

安
心
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
防
災
、
医

療
、
地
域
振
興
な
ど
の
役
割
が
大
き

い「
命
の
道
」と
し
て
位
置
付
け
、
愛

野
小
浜
バ
イ
パ
ス
の
要
望
を
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
進
展
が
見

ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
当
区
間
の
道

路
整
備
に
つ
い
て
、
重
要
性
を
踏
ま

え
、
あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
研
究
を
行

う
と
と
も
に
、
早
期
実
現
に
向
け
た

要
望
を
行
い
ま
す
。

　
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
生
活
交

通
路
線
バ
ス
の
確
保
に
努
め
る
と
と

も
に
、
鉄
道
事
業
に
お
い
て
は
、
島

原
市
、
諫
早
市
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
鉄
道
設
備
等
の
財
政
的
支
援
を
行

い
、
市
民
の
皆
様
が
安
全
・
安
心
、

快
適
に
移
動
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

『
自
然
環
境
』の
分
野
に
つ
い
て

　
自
然
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
は
、

「
雲
仙
市
環
境
基
本
計
画
」に
基
づ
き
、

市
民・事
業
者・行
政
が
一
体
と
な
っ

て
、
河
川
等
の
水
辺
保
全
、
海
岸
等

の
保
全
、
森
林
の
保
全
・
育
成
、
農

地
の
保
全
等
、
環
境
問
題
に
取
り
組

み
ま
す
。

快
適
で
住
み
よ
い

暮
ら
し
づ
く
り

2
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『
健
康
』

　
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、結
核・

肺
が
ん
検
診
の
地
域
巡
回
検
診
や
各

種
団
体
等
へ
の
健
康
教
育
を
通
じ
て

受
診
勧
奨
を
行
う
と
と
も
に
、
婦
人

が
ん
検
診
の
休
日
検
診
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
若
年
者
検
診
の
受
診
率

向
上
を
図
り
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の

個
別
保
健
指
導
の
ほ
か
に
、
多
く
の

市
民
を
対
象
と
し
た
血
圧
教
室
等
の

健
康
教
育
を
実
施
し
、
生
活
習
慣
病

の
発
症
予
防
お
よ
び
重
症
化
予
防
に

努
め
ま
す
。

　
特
定
健
診
に
つ
い
て
は
、
胃
が
ん

リ
ス
ク
検
査
を
追
加
し
、
併
せ
て
受

診
者
の
掘
り
起
し
を
行
い
、
特
定
健

診
実
施
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

『
福
祉
』

　
福
祉
施
策
に
つ
い
て
は
、
第
2
期

地
域
福
祉
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
、
日
常
的
な
支
え
合

い
活
動
を
行
う
地
域
支
援
グ
ル
ー
プ

等
の
結
成
お
よ
び
活
動
の
支
援
等
を

行
う「
地
域
ふ
れ
愛
さ
さ
え
愛
事
業
」

を
推
進
し
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
第
4

期
高
齢
者
福
祉
計
画
並
び
に
第
6
期

介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
介

護
予
防
教
室
の
拡
大
、
既
存
グ
ル
ー

プ
の
自
主
活
動
化
へ
の
支
援
、
ま
た
、

就
業
機
会
の
確
保
に
併
せ
、
社
会
参

加
促
進
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
図
り
、

高
齢
者
生
き
が
い
づ
く
り
事
業
を
行

う
雲
仙
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
全
国
健
康
福
祉
祭
に
つ
い
て
は
、

平
成
28
年
度
本
大
会
の
開
催
に
向

け
、
雲
仙
市
実
行
委
員
会
の
設
立
お

よ
び
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
の
実
施
等

準
備
を
進
め
、
本
大
会
の
成
功
を
目

指
し
ま
す
。

　
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
第
4

期
障
害
福
祉
計
画
等
に
基
づ
き
、
障

が
い
の
あ
る
方
の
就
労
支
援
、
そ
の

他
必
要
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
地

域
生
活
支
援
事
業
等
が
計
画
的
に
提

供
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
む
と
と
も
に
、

特
別
支
援
学
校
通
学
に
お
け
る
保
護

者
の
負
担
軽
減
等
を
図
る
た
め
、
新

た
に
通
学
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
使
用
済
み
水
道
メ
ー
タ
ー

の
分
解
作
業
を
、
障
害
者
福
祉
事
業

所
に
委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
が

い
が
あ
る
方
の
就
労
機
会
の
増
加
に

つ
な
げ
ま
す
。

　
低
所
得
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
関
係
部
局
お
よ
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
連
携
し
、
生
活
困
窮
者
・
生
活

保
護
者
の
就
労
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
要
保
護
者
に
対
し
て
生
活
扶
助

の
支
給
等
を
行
い
、
最
低
生
活
の
補

償
と
自
立
の
た
め
の
適
正
な
支
援
を

行
い
ま
す
。

『
農
林
水
産
業
』

　
豊
か
で
魅
力
あ
る
農
林
水
産
業
の

振
興
に
向
け
た『
雲
仙
市
農
林
水
産

業
振
興
計
画
』を
平
成
27
年
3
月
ま

で
に
完
成
さ
せ
、
本
市
農
林
水
産
業

の
持
続
可
能
な
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

　
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
更
な

る
振
興
を
図
り
、
地
域
の
持
つ
潜
在

力
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、

経
営
基
盤
の
強
化
、
農
業
担
い
手
育

成
対
策
、
生
産
性
向
上
対
策
、
経
営

コ
ス
ト
低
減
対
策
に
重
点
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
農
業
生

産
の
効
率
化
、
担
い
手
へ
の
農
地
集

積
が
基
盤
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
既
に

事
業
に
着
手
し
て
い
る
地
区
の
早
期

完
成
は
も
と
よ
り
、
新
規
地
区
の
積

極
的
な
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
畜
産
に
つ
い
て
は
、
肉
用
牛
部
門

に
あ
っ
て
は
、
優
良
繁
殖
牛
地
帯
の

育
成
を
目
指
し
た
家
畜
導
入
事
業
を

積
極
的
に
推
進
し
、
飼
養
規
模
の
拡

大
と
維
持
を
図
る
ほ
か
、
地
域
一
貫

生
産
体
制
の
確
立
に
向
け
、
市
単
独

に
よ
る
優
良
雌
牛
保
留
の
更
な
る
推

進
や
、
優
良
肥
育
素
牛
導
入
へ
の
支

援
を
進
め
る
な
ど
、品
質
の
良
い『
雲

仙
牛
』の
産
地
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
林
業
に
つ
い
て
は
、
市
有
林
の
適

正
な
森
林
施
業
を
図
る
た
め
、
利
用

間
伐
面
積
を
増
加
し
、
ま
た
、
私
有

林
に
つ
い
て
は
、
意
欲
的
な
森
林
所

有
者
等
が
更
に
森
林
経
営
計
画
の
作

成
に
取
り
組
め
る
よ
う
支
援
す
る
と

と
も
に
、
造
林
補
助
事
業
の
対
象
と

な
る
森
林
の
利
用
間
伐
施
業
お
よ
び

作
業
道
整
備
へ
の
補
助
の
新
た
な
上

乗
せ
支
援
や
、
な
が
さ
き
森
林
環
境

税
事
業
を
活
用
し
た
切
捨
て
間
伐
を

推
進
す
る
な
ど
、
収
益
確
保
に
つ
な

が
る
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
栽

培
漁
業
・
養
殖
漁
業
の
推
進
、
新
規

就
業
者
等
に
対
す
る
支
援
や
漁
場
環

境
の
保
全
に
取
り
組
み
、
水
産
資
源

の
維
持
増
大
や
漁
業
担
い
手
の
確
保

等
に
努
め
ま
す
。

　
諫
早
湾
干
拓
事
業
潮
受
堤
防
排
水

門
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
国
は
2
つ

の
相
反
す
る
義
務
を
負
い
、
解
決
に

つ
い
て
は
長
期
化
す
る
よ
う
な
状
況

の
中
、
平
成
27
年
度
政
府
予
算
案
に

開
門
対
策
経
費
を
計
上
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

市
民
の
安
心・安
全
、雲
仙
市
の
農
業・

漁
業
を
守
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
、

長
崎
県
お
よ
び
諫
早
市
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
対
処
い
た
し
ま
す
。

『
商
工
業
・
企
業
誘
致
』

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
、
中
小
企
業
者
等
の
運
転
資

金
や
設
備
資
金
に
対
す
る
融
資
制
度

に
よ
り
経
営
基
盤
の
安
定
化
を
推
進

し
、
空
き
店
舗
を
活
用
し
て
営
業
な

ど
を
行
う
事
業
に
対
す
る
助
成
制
度

に
よ
り
商
店
街
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。

　
地
場
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

雲
仙
市
産
業
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
雲
仙

市
中
小
企
業
設
備
資
金
利
子
助
成
事

業
等
に
よ
り
、
創
業
、
経
営
改
革
、

農
商
工
連
携
の
取
り
組
み
に
対
し
て

支
援
を
行
い
、
新
商
品
の
開
発
や
販

路
の
開
拓
、
雇
用
の
確
保
に
つ
な
げ

ま
す
。

　
企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
創
出
に

つ
い
て
は
、「
雲
仙
市
企
業
立
地
推
進

方
針
」に
基
づ
き
、
本
市
の
自
然
環

境
、
人
材
、
産
業
な
ど
の
地
域
資
源

を
最
大
限
に
活
用
し
て
、
製
造
業
を

中
心
と
し
た
企
業
誘
致
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
市
内
経
済
の
活
性
化
と

雇
用
の
創
出
に
つ
な
げ
ま
す
。

『
物
産
販
売
』

　
物
産
販
売
の
促
進
に
つ
い
て
は
、

消
費
者
に
信
頼
さ
れ
る「
雲
仙
ブ
ラ

ン
ド
」の
確
立
を
図
る
と
と
も
に
、

県
内
外
で
の
物
産
展
や
、
県
が
開
催

す
る「
長
崎
フ
ェ
ア
」等
に
引
き
続
き

力
強
い
産
業
と

仕
事
づ
く
り

4
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参
加
し
、「
雲
仙
ブ
ラ
ン
ド
」を
は
じ

め
、
雲
仙
市
の
特
徴
あ
る
農
畜
水
産

物
や
魅
力
あ
る
こ
だ
わ
り
の
産
品
を

P
R
し
、
販
売
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
私
自
身
も
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
と
し
て
積
極
的
に
様
々
な
企
業
を

訪
問
し
、
雲
仙
市
の
特
産
品
を
セ
ー

ル
ス
し
ま
す
。
併
せ
て
、
ニ
ー
ズ
を

調
査
・
把
握
し
た
上
で
、
官
民
一
体

と
な
っ
て
、
セ
ー
ル
ス
活
動
や
商
談

会
等
の
販
路
拡
大
に
も
積
極
的
に
取

り
組
み
、
所
得
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。

『
観
光
』

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
島
原
半

島
三
市
や
関
係
団
体
が
一
体
と
な
り
、

今
後
の
島
原
半
島
の
目
指
す
べ
き
方

向
や
目
標
を
共
有
し
、
連
携
を
図
り

な
が
ら
課
題
の
解
決
を
図
っ
て
い
く

場
と
し
て
、
平
成
27
年
2
月
17
日
に

「
島
原
半
島
活
性
化
会
議
」が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
会
議
に

お
い
て
島
原
半
島
三
市
が
一
体
と

な
っ
て
観
光
誘
客
に
取
り
組
む
た
め

の
組
織
体
制
の
あ
り
方
や
、
効
果
的

な
予
算
・
事
業
施
策
等
に
つ
い
て
議

論
を
進
め
、
観
光
振
興
に
つ
な
げ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
多
く
の
観
光
客
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
よ
り
効
率

的
・
効
果
的
な
セ
ー
ル
ス
活
動
や
情

報
発
信
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
併

せ
て
、
外
国
人
観
光
客
の
誘
客
に
つ

い
て
も
、
関
係
自
治
体
と
さ
ら
に
連

携
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
情
報
を
分

か
り
や
す
く
発
信
し
、
韓
国
・
中
国
・

台
湾
と
い
っ
た
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に

継
続
的
な
セ
ー
ル
ス
活
動
や
、
多
言

語
案
内
表
示
の
整
備
な
ど
地
域
の
受

入
環
境
の
整
備
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
韓
国
求
礼
郡
と
の
中
学
生
に
よ

る
相
互
交
流
を
行
い
、
国
際
感
覚
豊

か
な
青
少
年
の
育
成
を
図
り
、
ま
た
、

霧
島
市
と
の
交
流
に
つ
き
ま
し
て
は
、

民
間
団
体
に
よ
る
交
流
を
促
進
し
、

さ
ら
に
両
市
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

観
光
情
報
等
を
発
信
す
る
な
ど
、
地

域
交
流
を
進
め
ま
す
。

『
子
育
て
』

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
全
て

の
子
育
て
の
場
面
で
、
子
ど
も
や
そ

の
保
護
者
が
適
切
に
子
育
て
支
援
施

策
を
享
受
で
き
る
よ
う
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
の
各
種
施
策
の
推
進

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、「
す
こ
や
か
子

育
て
支
援
事
業
」に
、
新
た
に
保
育

園
等
に
複
数
の
子
ど
も
を
通
園
さ
せ

る
世
帯
を
対
象
に
第
2
子
目
の
保
育

料
を
無
料
化
し
、
併
せ
て
、
保
育
施

設
整
備
事
業
に
よ
り
子
ど
も
を
安
心

し
て
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

環
境
整
備
を
図
り
ま
す
。

　
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
母

子
保
健
法
に
基
づ
い
た
相
談
、
健
診

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
発
達
障
害

等
の
早
期
発
見
・
支
援
を
行
う
た
め
、

5
歳
児
健
診
の
推
進
と
こ
と
ば
と
心

の
相
談
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
歯
科
保
健
対
策
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
乳
幼
児
の
む
し
歯

予
防
対
策
に
努
め
る
と
と
も
に
、
妊

産
婦
を
対
象
と
し
た
妊
産
婦
歯
科
健

康
診
査
の
実
施
に
取
り
組
み
ま
す
。

『
教
育
』

　
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
全
小
中

学
校
に
配
置
し
て
い
る
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
と
、
学
校
教
育
課
に
配
置

し
て
い
る
訪
問
指
導
員
に
よ
り
、
引

き
続
き
、
市
内
全
小
・
中
学
校
へ
学

習
支
援
、
教
育
相
談
活
動
、
読
書
活

動
推
進
支
援
お
よ
び
不
登
校
児
童
生

徒
等
に
対
し
て
訪
問
指
導
や
相
談
活

動
な
ど
直
接
的
な
支
援
活
動
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
市
内
全
小
学
校
に
お

い
て
、
フ
ッ
化
物
洗
口
事
業
を
実
施

し
、
効
果
的
な
歯
・
口
腔
の
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
教
育
環
境
に
つ
い
て
は
、
情
報
通

信
機
器
を
順
次
整
備
す
る
と
と
も
に
、

新
規
事
業
と
し
て
市
内
全
小
・
中
学

校
に
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
を
設
置
し
、

学
習
に
取
り
組
み
や
す
い
教
育
環
境

の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

通
学
路
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
安
全

確
保
の
た
め
、
平
成
28
年
度
ま
で
に

順
次
安
全
対
策
を
講
じ
ま
す
。

『
文
化
財
』

　
国
見
町
神
代
小
路
地
区
の
武
家
屋

敷
群
に
つ
い
て
は
、
防
災
計
画
を
策

定
し
、
災
害
へ
の
体
制
整
備
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
鍋
島
邸
、
歴
史
資
料

館
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
展
示
会
の
開
催

な
ど
施
設
の
更
な
る
有
効
活
用
を
図

り
、
誘
客
に
努
め
ま
す
。
　

　
神
代
小
路
地
区
街
な
み
環
境
整
備

事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
完

成
に
向
け
、
集
会
交
流
施
設
の
改
修

整
備
、
多
目
的
広
場
の
整
備
を
行
い
、

街
な
み
景
観
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

『
生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
』

　
生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
社
会
教

育
施
設
を
拠
点
に
各
種
生
涯
学
習
事

業
を
展
開
し
、
自
主
活
動
の
推
進
を

図
る
と
と
も
に
、
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
連
携
し
、
多
く
の
市
民
に
本
と

共
に
あ
る
暮
ら
し
の
推
進
を
図
り

ま
す
。

　
文
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
自
主
文

化
事
業
振
興
会
と
連
携
し
、
芸
術
文

化
鑑
賞
の
推
進
や
市
民
の
文
化
関
係

大
会
出
場
へ
の
補
助
金
に
よ
る
支
援

を
行
い
ま
す
。

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
雲

仙
市
体
育
協
会
お
よ
び
小
学
生
ク
ラ

ブ
活
動
振
興
会
等
と
連
携
し
、
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
実
施
、
ラ
ジ
オ
体

操
の
推
進
、
大
会
出
場
等
へ
の
補
助

に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
り
、

併
せ
て
、
社
会
体
育
施
設
の
適
正
な

管
理
運
営
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
市

民
運
動
会
に
つ
い
て
は
、
趣
向
を
凝

ら
し
な
が
ら
多
く
の
市
民
の
皆
様
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
準
備
を

進
め
ま
す
。

新
し
い
観
光
・
交
流
に
よ
る

活
力
づ
く
り

5

明
日
を
担
う
人
づ
く
り
と

誇
り
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

6

大阪で行われたトップセールス
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『こ ころの健康づくり講演会』が
開催されました

　3月26日、吾妻町ふるさと会館で『こころの健康づ
くり講演会　精神疾患とその特色～治るとはどういう
ことなのか～』が開催されました。
　愛野ありあけ病院�院長　波江野�誠先生が、統合失
調症の実際の症例を交えながら、病気の症状や薬を飲
み続けることの大切さ、家族や周囲の人の関わり方な
どが紹介されました。
　参加された皆さんから、「統合失調症の人は怖いと
いうイメージでしたが、今後は暖かい目で見守りたい」
「勉強になりました」などの感想が聞かれました。

100 回目のハッピーバースデイ♪

3月7日　福島　キミコさん（小浜町）

　長生きの秘訣は「食
べる量を腹八分目にす
ること」。キミコさん
は字がお上手で、書道
師範の資格を持ってい
らっしゃるそうです。

3月12日　町田　シヅヨさん（千々石町）

　とても働き者のシヅ
ヨさん。以前はご自分
で味噌や醤油を作って
おられたとか。季節の
ものを食べることが楽
しみだそうです。

3月19日　小川　フミさん（吾妻町）

　たくさんのご家族や
仲の良いお友達に囲ま
れて100歳のお誕生日
を迎えられたフミさん。
長生きの秘訣は「クヨ
クヨしないこと」だそ
うです。

3月28日　本田　アキヨさん（瑞穂町）
どうぞこれからも健康に留意され、幸せにお過ごしください。

『高 齢者交通事故防止俳句・川柳』優秀作
品が表彰されました。

　3月11日、市内で募集した「高齢者交通事故防止俳
句・川柳」の優秀作品の表彰式が行われ、以下の作品
が表彰されました。
　表彰された作品は今後、交通事故防止啓発のために
活用されます。

雲仙市長賞　井上理香　さん
身につけて　命を守る　反射材

雲仙市交通安全協会長賞　伊藤一彦　さん
反射材　暗い夜道の　マスコット
雲仙警察署長賞　金澤隆　さん
横断は　左右の安全　確かめて

特報！　健康☆チャレンジ事業

特賞に林田富久子さん（愛野町）

　3月30日、健康チャレンジ事業特賞の贈呈式が市役
所で行われました。
　この事業は20歳以上の市民が対象で、健康診査や
がん検診、歯周病予防健診を受診して応募すると抽選
でステキな商品が当たるというものです。
　多数のご応募の中から、抽選の結果、愛野町の林田

富久子さんが特
賞の『東京ディ
ズニーリゾート
3日 間 ペ アの
旅』に当選され
ました。また、
その他の当選者
の皆さんへも3
月下旬に商品が
発送されました。

市長から特賞の目録を受け取る林田さん 雲仙市長賞を受け取る井上さん
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行政改革推進委員会が開催されました

　3月13日に開催された雲仙市行政改革推進委員会で、
10人の新たな委員に委嘱状が交付され、会長に松浦末
利さん、職務代理者に石田総一さんが就任されました。
　市の業務の効率化や財政の健全化など行政改革に関
する基本方針や重点項目およびその取り組みなどを定
めた「第2次雲仙市行政改革大綱」の実施期間が平成
27年度で終期をむかえます。　
　このことから、平成28年度から32年度の5か年間
の「第3次雲仙市行政改革大綱の策定に関すること」
について金澤市長が松浦会長に諮問しました。
　行政改革推進委員会では第3次行政改革大綱の策定
に向けた様々な事項について数回にわたり審議を行っ
ていただき、9月までに「行政改革の推進に関する答
申」をいただきます。

行政改革推進委員（敬称略、順不同）
会長　松浦　末利（愛野町）
職務代理者　石田　総一（小浜町）

委員　菅　保（瑞穂町）、本田　勇治（愛野町）、松
平　泉（吾妻町）、辰田　真由美（国見町）、成田　
京子（瑞穂町）、立山　繁喜（吾妻町）、町田　猛（千々
石町）、原田　篤典（南串山町）

女性消防団へ辞令が交付されました

　4月6日、吾妻町ふるさと会館において、雲仙市消
防団初の女性消防団員配置に伴う辞令交付式が行なわ
れました。辞令を受けた10人の女性消防団員は、資
質向上のための教育訓練を受けた後、火災予防の広報
活動や災害時には避難誘導、負傷者の救護などにあた
る予定です。

吾
妻
町
は
た
揚
げ
大
会

愛
の
ハ
タ
あ
げ
大
会

第20回全国青年・女性漁業者交流大会
における活動発表が行なわれました

　2月26日・27日、第20回全国青年・女性漁業者交
流大会が東京で開催され、本県からは、南串山町の雲
仙養殖業者会ビワ茶添加グループ（発表者井上寛貴氏）
が発表されました。
　雲仙ブランドで有名な「雲仙ブリ」の餌に、ビワ茶
葉を加えることで、商品の品質が年中安定し、時間の
経過による劣化も抑制します。この「びわ茶雲仙ぶり」
は高い評価を受け、大手スーパーとの販売独占契約に
至っています。
　発表の中において、井上さんは、今後、南串山の養
殖業を発展させ、また、新商品の開発を行ないたいと
夢を語りました。
　審査の結果、全国漁連海面魚類養殖業対策協議会会
長賞を受賞されています。

～大空高くはたが舞う～
吾妻町・愛野町ではた揚げ大会が
行なわれました

　3月29日、吾妻町牛口みなとタウンにおいて第19
回吾妻町はた保存会はた揚げ大会が、4月11日、愛野
駅下の田んぼにおいて愛のハタあげ大会が行なわれま
した。当日は天候にも恵まれ、清々しい青空の下、多
くの大きなはたや小さなはたが宙を舞っていました。
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詳しくは5月下旬ごろに市内各世帯に郵送によりご案内します。

1冊12,000円分（500円券×24枚）を

1万円で販売！

雲仙市プレミアム付商品券を発行します

子育て世帯についてはさらに助成があります

今回は20％のプレミアム!総額3億6千万円！

販売期間は5月30日（土）～6月12日（金）

全部で3万冊!
完売時点で
販売終了!

※購入制限※
1世帯につき
2冊まで!

問　市役所子ども支援課　☎ 0957－36－2500

問　購入整理券について ⇒ 市役所商工労政課（☎ 0957－38－3111）
　　商品券の販売・加盟店について ⇒ 雲仙市商工会（☎ 0957－36－3911）

雲仙市商工会では、プレミアム付商品券を利用できる店舗を募集します。
【募集期間】� 平成27年5月1日～5月10日まで
� ※上記期間後も登録はできますが、加盟店一覧チラシに掲載ができません。

【申込方法】� 所定の様式に必要事項をご記入の上、商工会へご提出ください。
� ※既に雲仙市商工会が発行する商品券加盟店は改めてお申込みいただく必要はありません。

【登録手数料】� 5万円（ただし、商工会会員店は無料）
【換金手数料】� 商工会会員：無料　非会員：換金額の3％

プレミアム付商品券の利用加盟店の募集について

問　雲仙市商工会　☎ 0957－36－3911

中学生までの子どもを2人以上養育する世帯に、1冊に2,000円（2冊まで）の助成を行います。
対象世帯には、子育て世帯分の「購入助成券」も同封して郵送しますので、購入の際に窓口にお持ちください。

購入整理券
市内各世帯（4 月末現在登録）に送付

※売切れ時はこの券が手元にあっても買えません。

購入は…
「購入整理券」と代金をもって
購入窓口までお越しください。

販売窓口
土日：市役所本庁・総合支所
平日：商工会本所・支所等

商品券の利用
市内各加盟店で11月末まで

利用できる予定です。
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Vol.86

雲
仙
市

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
政
策
企
画
課
内
）　

　
　

  

☎
38-

３
１
１
１

問

【相 談 日】	 月2回（毎月第2・4水曜日）
【受付時間】	 午後6〜9時
【相談料金】	 無料　※通話料は相談者負担
【専用電話】	 ☎095－825－9622
【お問合せ】	 県男女共同参画推進センター
	 ☎095－822－4730

悩みやストレスを抱える男性のための専用
窓口を開設しています。子育て、介護、
家族や夫婦関係、職場や地域の人間関係
など、ひとりで悩まずにご相談ください。

　
3
月
12
日
、
愛
野
町
公
民
館

で
、
雲
仙
市
女
性
団
体
情
報
交

換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
雲
仙
市
内
の
12
の
女
性
団
体

か
ら
20
人
が
出
席
し
、
各
団
体

の
お
知
ら
せ
や
活
動
内
容
な
ど

に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　
各
団
体
の
活
動
内
容
を
お
伺

い
す
る
中
で
、「
そ
ん
な
活
動
が

あ
る
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」

と
い
う
感
想
や
、「
同
じ
団
体
で

も
、
他
市
で
は
男
性
も
所
属
し

て
い
る
の
で
、
実
は
女
性
団
体

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
び
っ

く
り
」
と
い
っ
た
気
づ
き
な
ど

が
あ
り
、
活
発
な
意
見
交
換
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
今
後
、
テ
ー
マ
を
決

め
た
上
で
情
報
交
換
を
行
っ
て

み
た
ら
ど
う
か
」、「
女
性
の
力

で
こ
れ
か
ら
の
雲
仙
市
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
」、「
初
回
か

ら
こ
の
情
報
交
換
会
に
参
加
し

て
い
る
が
、
や
は
り
今
後
も
情

報
交
換
を
図
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
感
じ
る
」
な
ど
、
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
の
意
見
も

あ
り
、
次
回
も
情
報
交
換
を
行

い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て

い
く
こ
と
で
整
理
さ
れ
、
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
3
月
14
日
、
吾
妻
町
ふ
る
さ

と
会
館
で
、ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
「
探
さ
な

い
暮
ら
し
を
手
に
入
れ
る
片
づ

け
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
、
ラ
イ
フ
オ
ー
ガ
ナ

イ
ザ
ー
の
馬
場
あ
ゆ
み
氏
を
迎

え
、
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た

片
づ
け
の
基
本
と
実
践
し
や
す

い
冷
蔵
庫
の
片
づ
け
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　
片
づ
け
＝
捨
て
る
こ
と
で
は

な
い
。
人
生
の
各
段
階
に
お
い

て
大
き
く
変
化
す
る
私
た
ち
の

生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
片
づ

け
を
行
う
に
は
、「
価
値
観
や
理

想
を
明
確
に
す
る
」、「
利
き
脳

を
知
る
」
こ
と
が
大
切
と
い
う

こ
と
か
ら
、
参
加
者
は
自
分
を

見
つ
め
な
お
す
作
業
か
ら
取
り

か
か
り
ま
し
た
。

　
普
段
な
か
な
か
自
分
を
振
り

返
る
こ
と
が
な
か
っ
た
参
加
者

か
ら
は
、「
自
分
の
価
値
観
や
性

格
か
ら
、
自
分
に
合
っ
た
片
づ

け
方
を
探
し
て
い
く
過
程
が
理

解
で
き
た
。
さ
っ
そ
く
や
っ
て

み
た
い
」、「
具
体
的
だ
っ
た
の

で
取
り
掛
か
り
や
す
い
。
自
分

に
合
っ
た
方
法
を
考
え
ら
れ
た
」

な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
片
づ
け
を
通
し
て
自
分
を
見

つ
め
な
お
す
よ
い
機
会
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。

雲
仙
市
女
性
団
体

情
報
交
換
会
開
催

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
開
催

市長に提言書を提出された懇話会の皆さん

講師の話に相づちを打つ参加者の様子もありました

男性
相談
窓口

「男女共同参画出前講座」受付中
「男女共同参画って何だろう？」男女共同参画について
知りたいときは、雲仙市男女共同参画センターへ

講座のテーマ例

・男女共同参画とは？
・仕事と生活の両立
　（ワーク・ライフ・バランス）
・DV（デートDV）　など
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困ったときは…
雲仙市消費生活センター

からのお知らせ

早めに、ご相談を。
ライフサポートホットライン

☎0957－38－7
な

8
や

3
み

0
ゼロ（消費生活センター直通電話）

クリーニングのトラブル
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談
に
は
、
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

【
紛
　
失
】

①
紳
士
用
ス
ー
ツ
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
し
た

ら
、袖
口
の
ボ
タ
ン
が
1
個
な
く
な
っ
て
い
た
。

②
セ
ー
タ
ー
を
出
し
た
ら
、
付
い
て
い
た
リ
ボ

ン
が
な
く
な
っ
て
い
た
。

③
受
け
取
っ
た
衣
類
が
自
分
の
も
の
で
は
な

か
っ
た
の
で
返
品
し
て
探
し
て
も
ら
っ
た
が
、

自
分
の
も
の
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

【
変
色
・
シ
ミ
】

①
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
し
た
ズ
ボ
ン
を
穿
こ
う

と
し
た
ら
色
落
ち
し
て
い
た
。

②
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
す
前
に
な
か
っ
た
シ
ミ

が
ネ
ク
タ
イ
に
付
い
て
い
た
。

【
破
　
損
】

①
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
し
た
コ
ー
ト
の
袖
口
が

破
れ
て
い
た
。

　
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
が
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
に
あ

る
場
合
に
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
賠
償
問
題
協
議

会
が
定
め
た
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
故
賠
償
基
準
」

に
よ
り
対
応
が
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

こ
の
賠
償
基
準
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
原
則
と

し
て
図
1
の
S
マ
ー
ク
登
録
店
（
生
活
衛
生
営

業
指
導
セ
ン
タ
ー
登
録
店
）
ま
た
は
、
図
2
の

L
D
マ
ー
ク
加
盟
店
（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生
活
衛

生
同
業
組
合
加
盟
店
）
で
す
。

　
ま
た
、「
消
費
者
が
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
し
た

品
物
を
受
け
取
っ
た
際
に
事
故
が
な
い
こ
と
を

確
認
し
た
書
類
を
提
出
し
た
場
合
」、「
消
費
者

が
品
物
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
6
か
月
を
経
過

し
た
と
き
」、「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
に
品
物
を
預

け
て
1
年
を
経
過
し
た
と
き
」
に
は
賠
償
額
の

支
払
い
を
免
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、

○
預
け
る
際
に
シ
ミ
や
破
れ
な
ど
が
な
い
か

お
店
の
人
と
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
汚
れ
や
シ
ミ
の
原
因
が
分
か
っ
て
い
る
場

合
に
は
事
前
に
お
店
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

○
仕
上
が
っ
た
ら
早
め
に
引
き
取
り
、
品
物

の
状
態
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

「
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
？
」

困
っ
た
と
き
は
・
・
・

す
ぐ
に
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ア
ド
バ
イ
ス

図1 Sマーク 図2 LDマーク
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「Sマーク」のあるクリーニ
ング店は、厚生労働省大臣
が認可した「クリーニング
業の標準営業約款」に基づ
いて営業しているお店です。

「S」はSafety（安全）、Standard（安心）、
Sanitation（清潔）の頭文字を表しています。

「LDマーク」のあるクリーニ
ング店は、全国クリーニン
グ生活衛生同業組合連合会
の会員である47都道府県ク
リーニング生活衛生同業組
合に加盟しているお店です。

「L」は「Laundry」、「D」は「Drycleaning」
の頭文字を表しています。



　
毎
月
、
島
原
半
島
内
の
ジ
オ
サ
イ
ト

や
そ
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
こ
の

コ
ー
ナ
ー
。
14
回
目
は
「
長
崎
県
の
花
」

や
「
雲
仙
市
の
花
」
に
選
定
さ
れ
て
い

る
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
で
す
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
過
ぎ
る
と
、

雲
仙
の
山
々
は
少
し
ず
つ
ピ
ン
ク
色
に

染
ま
り
は
じ
め
ま
す
。
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ

マ
が
開
花
を
迎
え
る
た
め
で
す
。
ミ
ヤ

マ
キ
リ
シ
マ
は
高
さ
1
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
低
木
類
で
、
他
の
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
類
よ

り
も
花
が
小
さ
く
、
枝
が
密
集
し
て
い

る
こ
と
や
、
樹
幹
に
よ
っ
て
咲
く
花
の

色
が
微
妙
に
変
わ
る
、
と
い
う
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ

マ
の
最
大
の
特
徴
は
、
霧
島
、
阿
蘇
、

九
重
、
由
布
・
鶴
見
、
そ
し
て
雲
仙
と

い
っ
た
、
九
州
の
火
山
地
域
に
の
み
自

生
す
る
、
と
い
う
点
で
す
。
九
州
各
地

で
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ

の
美
し
い
花
の
群
落
は
、
な
ぜ
九
州
の

火
山
地
域
に
し
か
自
生
し
て
い
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

　
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
は
樹
高
が
低
い
た

め
、
上
を
背
の
高
い
高
木
類
に
覆
わ
れ

て
し
ま
う
と
、
日
光
が
さ
え
ぎ
ら
れ
て

光
合
成
が
で
き
な
く
な
り
、
群
落
の
維

持
が
困
難
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
ミ
ヤ

マ
キ
リ
シ
マ
は
、
他
の
高
木
類
が
生
え

る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
過
酷
な
環

境
を
あ
え
て
選
び
、
そ
こ
に
群
落
を
つ

く
る
、
と
い
う
生
き
残
り
戦
略
を
採
り

ま
す
。
こ
こ
で
い
う
過
酷
な
環
境
と
は
、

冬
は
雪
が
積
も
る
よ
う
な
寒
冷
な
場
所
、

常
に
強
い
風
が
吹
き
付
け
る
場
所
、
土

壌
が
少
な
く
、
地
表
付
近
の
土
砂
が
移

動
す
る
よ
う
な
荒
れ
地
、
そ
し
て
時
々

有
毒
な
火
山
ガ
ス
が
流
れ
て
く
る
よ
う

な
場
所
で
す
。
湿
潤
・
温
暖
で
、
植
物

が
繁
茂
し
や
す
い
環
境
に
あ
る
九
州
地

方
に
お
い
て
、
多
く
の
植
物
に
と
っ
て

過
酷
な
環
境
を
造
り
だ
し
た
の
は
、
噴

火
や
地
熱
活
動
に
代
表
さ
れ
る
火
山
の

活
動
で
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
美
し
い

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
群
落
を
維
持
す
る

た
め
に
は
、
他
の
植
物
の
生
育
を
拒
む

よ
う
な
過
酷
な
環
境
や
、
火
山
の
噴
火

が
必
要
な
の
で
す
。
こ
れ
が
、
ミ
ヤ
マ

キ
リ
シ
マ
が
九
州
の
火
山
地
域
に
の
み

群
落
を
つ
く
る
理
由
で
す
。

　
仁
田
峠
や
池
の
原
、
宝ほ

う
ば
る原
に
行
く
と
、

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
が
と
て
も
日
当
た
り

の
良
い
場
所
に
群
落
を
つ
く
っ
て
い
る

の
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
雲
仙
地
獄

で
み
ら
れ
る
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
は
、
火

山
ガ
ス
や
温
泉
が
噴
き
出
す
地
熱
地
帯

と
、
ア
カ
マ
ツ
な
ど
の
高
木
類
が
生
え

て
い
る
場
所
の
間
に
あ
る
、
わ
ず
か
数

メ
ー
ト
ル
幅
の
場
所
を
選
ん
で
生
え
て

お
り
、
大
変
興
味
深
い
で
す
。
今
年
は
、

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
花
の
美
し
さ
に
加

え
て
、
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
が
ど
ん
な
場

所
に
生
え
て
い
る
の
か
も
観
察
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
敢
え
て
逆
境
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
そ
こ
で
美
し
い
花
を
咲
か
せ

続
け
る
な
ん
て
、
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

　
次
回
は
「
小
濵
鉄
道
跡
緑
の
ト
ン
ネ

ル
」
を
紹
介
し
ま
す
。

九
州
の
火
山
地
域
を
選
ぶ
花
～
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ

仁田峠のミヤマキリシマ群落

地熱地帯と高木類の間に生える
雲仙地獄のミヤマキリシマ

〔
広
告
〕
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子ども支援課（☎36-2500）問

問『子育てサポートセンター』☎36－2500

　保育園や学童クラブへの送迎、残業中の預かりなど　子育て中の“ちょっと困った！”を解決する
応援をしています。育児の支援を受けたい人（依頼会員）やそれをサポートしてくださる人（協力会
員）を募集しています。詳しくは子育てサポートセンターまでご連絡下さい。

●子育てサポートセンターからのお知らせ

※市ホームページに各センターの行事予定などを詳しく掲載しています。●5月の『子育て支援センター』情報

施設名・問合わせ 開設日時等

【くにみ子ども園】
みるきぃ
（☎７８－５６５５）

月～金曜日10：00～15：00開園・園庭開放　　☆ベビーマッサージ　毎週行っています。
詳しくは「くにみ子ども園」のホームページをご覧ください。くにみ子ども園　検索  で検索してください。

【ＮＰＯ法人子育て
ネットやまぼうしの会】
ぽっかぽか
（☎78－2528）

★国見ひろば
　月～金曜日・第2，第4日曜日10：00～15：00 場所　…国見農村環境改善センター内
☆毎週木曜日…わらべうた＆ベビーマッサージ（要予約）
★出張愛野ひろば　毎週水曜日（10：00～15：00）　
　場所…愛野公民館　2階　第2水曜日…親子で楽しむ絵本とわらべうたの世界（12：45～）

【洗心保育園】アリス
（☎77－2727） ★火・木・金曜日・第2,4土曜日　10：00～15：00開園

【うせん辻幼稚園】
ピヨちゃんクラブ
（☎38－3306）

★月・水・金曜日10：00～15：00園庭開放、ひろば開放

☆親子教室…第2・4金曜日（無料）　　お誕生者紹介

【すぎのこ保育園】
子育て支援センター
（☎36－1772）

★月・水・金曜日10：00～15：00開園

第4金曜日…出張子育て教室　　※愛野保健福祉センターにて（10：30～11：30）

【小浜こども園】
すくすくルーム
（☎76－0117）　

★月～金曜日10：00～15：00開園
☆親子教室…毎週火・金曜日　10：00～12：00　　
第1火曜日：看護師による保健教室　第3金曜日：身体測定の日

【串山保育園】　子育て
スペース「あおぞら」

（☎88－2685）

★月～金曜日10：00～15：00開園

★第2・第4水曜日：　親子教室

す
ぎ
の
こ
保
育
園

支
援
セ
ン
タ
ー

洗
心
保
育
園

『
ア
リ
ス
』

「
ア
ク
セ
サ
リ
ー
教
室
」を

開
催
し
ま
し
た

「
お
ひ
な
様
の
前
で
、

は
い
！
チ
ー
ズ
」

　平成27年度2歳児親子歯科健診の会場にて、妊婦･産婦歯科健診を始めます。妊娠中は、つわりなどで歯みがきが出来
にくく、むし歯や歯周病になりやすい時期です。おなかの赤ちゃんのためにも歯科健康診査を受け、お口の健康を守りましょう。
また、産後は赤ちゃんのお世話で忙しい時期ですが、お母さん自身の健康のためにも、歯科健康診査を受けましょう。
　対象の人は、無料で受けることができますので積極的な受診をお願いします。

妊婦・産婦歯科健康診査が始まります

対　　象	：妊娠中の人、産後1年未満の人　
　　　	 （妊娠中1回、産後1回受けることができます）
場　　所	：2歳児親子歯科健診各会場　
時　　間	：（受付）13:15～13:30　
	 	 （健診）13:30～
持参するもの	：母子健康手帳　　
☆事前に申し込みください。

5月28日（木） 愛野保健福祉センター 10月15日（木） 愛野保健福祉センター
6月11日（木） 国見農村環境改善センター 11月20日（金） 国見農村環境改善センター
6月16日（火） 南串山保健福祉センター 11月27日（金） 南串山保健福祉センター
6月23日（火） 吾妻保健センター 12月15日（火） 吾妻保健センター
7月29日（水） 千々石保健センター H28年1月15日（金） 小浜老人福祉センター
8月20日（木） 国見農村環境改善センター 1月20日（水） 千々石保健センター
9月25日（金） 瑞穂町公民館 1月22日（金） 国見農村環境改善センター
9月29日（火） 小浜老人福祉センター 2月26日（金） 瑞穂町公民館

平成27年度　2歳児親子歯科健康診査、妊婦・産婦歯科健康診査　開催日

問　子ども支援課　☎３6－2500
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子ども支援課（☎36-2500）問

月6
5 の 集 団 健 診 健診の種類によって対象者、自己負担

金などが異なります。詳しくは、世帯
配布の健診のお知らせをご覧ください。

健（検）診の種類 町 実施日 対象地区 会　　場

小浜町

5月		8日㈮ 午後 富津 富津漁民センター

5月11日㈪ 午後 北野、北本町 老人福祉センター

5月12日㈫ 午後 雲仙、木場、金浜、南本町、北木指、南木指、マリーナ

小浜体育館

5月13日㈬ 午前 富津、北野、マリーナ

5月14日㈭ 午前 北本町、山畑、大亀

5月15日㈮ 午前 飛子、金浜、木場、雲仙

5月16日㈯ 午前 南本町、北木指、南木指

国見町

5月28日㈭ 午前
神代地区 神代研修センター

5月29日㈮ 午前

5月30日㈯ 午前 多比良地区
国見農村環境改善

センター6月1日㈪ 午前 土黒地区

6月2日㈫ 午後 国見全地区

6月3日㈬ 午後 国見全地区 馬場集落センター

【受付時間】　（午前）午前8時30分～10時　（午後）午後1時～2時30分
※午前実施日は、胃がん検診と腹部エコー検査も同時に受けることができます。

【対象者】特定健診（40～74歳までの雲仙市国保加入者）／健康診査（後期高齢者医療加入者・40歳以上の生活保護受給者）／若年
者健診（20～39歳の人で健診の機会がない人）／結核・肺がん検診（20歳以上）／大腸がん検診（20歳以上）／前立腺がん検診（40
歳以上）／肝炎ウイルス検診（過去に検診を受けたことのない40歳以上）／胃がん検診（20歳以上）／腹部エコー検査（20歳以上）
注意！
個別健診を受診予定の場合、受診期間末は健診が大変混み合います。
予約できないことがありますので、なるべく早い時期に予約の上、受診してください。
★健康チャレンジ事業終了のお知らせ★
平成24年度開始しました「健康チャレンジ事業」は平成26年度をもちまして終了しました。これまでたくさんのご応募ありが
とうございました。

問い合わせ ◆特定健診・後期高齢者健診：市民窓口課	国保年金班、長寿医療班　☎38-3111
◆がん検診・若年者健診　など：健康づくり課	健康推進班　☎38-3111　

特 定 健 診

健 康 診 査

若 年 者 健 診

結核・肺がん検診

大 腸 が ん 検 診

肝炎ウイルス検診

前立腺がん検診

腹部エコー検査

胃 が ん 検 診

＋

＋

＊実 施 中＊
　健診会場で歯科
衛生士による歯科相
談を無料で行なって
おります。
　ぜひ、この機会に
ご相談ください。

問　健康づくり課　☎３８－３１１１

早寝・早起き・朝ごはん（第2回）

問　子ども支援課　☎36-2500

メカニズム 主な働き

メラトニン
・暗くなると分泌され始め、深夜にピークになる。
・夜に光を浴びると分泌が低くなる。（寝るときは
電気を消しましょう）
・一生のうち乳幼児期に大量に分泌される。

・体温を下げて眠りを誘う。
・抗酸化作用（老化防止、免疫力増強）
・思春期まで第二次性徴が始まるのを
抑えてくれる。

成長ホルモン
・寝入ってすぐの深い睡眠時に分泌が
ピークになる。

・骨や筋肉を作る。
・代謝をコントロール（疲労回復、脂肪燃焼など）
・免疫力を高める。

　人の脳は、その日起こったことや学習したことを、眠っている間に整理し、記憶します。より良い脳を育てる
ためにも、夜よく眠ることが重要です。特に子どもの脳や体の成長に欠かせない、脳内ホルモンであるメラトニ
ンと成長ホルモンは、午後10時から午前2時の間に活発に分泌されます。眠るのが遅くなると、睡眠不足やホル
モンの分泌に影響を与えてしまうので、午後9時頃には就寝できるよう心がけましょう。

第３回は起床時間についてです。

睡眠の効果
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健康うんぜん21（第2次）～できることからはじめよう！～

   血圧が上がる原因はなんだろう？

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

私の

今まで血圧は高くなかった
のに、健診で血圧が高いと
言われた。体は何ともない
けど、気をつけないといけ
ないのかな？

最近倒れた知人も血圧が高
いと言っていたな。自覚症
状がないからって放ってお
くと、大変だ。どうしたら
良いのだろう？

若い頃と比べて、太った。または肥満がある。
（BMI25以上または腹囲が男性85cm以上、女性90cm以上）
食事は満腹になるまで食べる。
野菜はあまり食べない。
麺類が大好きで、汁まで全て飲み干す。
濃い味付けのものが好き。
両親またはどちらかが高血圧である。

移動は車が基本である。
最近、体重をはかっていない。
ストレスをためてしまう。
毎晩お酒を飲む。
タバコを吸っている。

ひとつでも当てはまると要注意です！

それは心配ですね。健診結
果や普段の生活の中で血圧
があがる原因がないか確認
してみましょう！

皆さんは普段の生活を振りかえってみていかがでしたか？次号では、高血圧を
予防・改善するための食事のポイントについてご紹介させていただきます！！

　高血圧は肥満や生活習慣、スト
レス、加齢、遺伝などの要因が重
なって起こります。

　生活習慣には食事、運動、アルコール、タ
バコなどがあり、自身が気をつけることで
改善・予防ができます！

問　健康づくり課　☎３８－３１１１

Aさん（50歳）の健診結果　
・血圧　�145/93mmHg　　
・身長　�170cm� ・体重�78kg　・BMI�26.9（肥満）
・腹囲�88cm　� ・喫煙歴 25年　
★両親とも高血圧の薬を飲んでいる

コラム 塩分の「目標量」が変更されました！
　生活習慣病対策のために、最も優先すべき食習慣の改善は減塩です。塩分の目標量は「日本人の食事摂取
基準＊」で定められています。高血圧の予防、治療のためには6.0ｇ/日未満の食塩摂取量が望ましいこと
から、できるだけこの値に近づくことが目標となりました。

＊日本人の食事摂取基準：私たちの体を健康に保つために、何をどれだけ食べたらよいのか、その基準を示したもの。

（2010年版）
男性：9.0g/日未満

女性：7.5g/日未満

（2015年版）18歳以上の目標量
男性：8.0g/日未満

女性：7.0g/日未満

小さじで示すと、 
約 1と1/4杯    
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　「このままの体力では、60歳にな
ると4人に1人は、自分の足だけで
歩くことができなくなる…」子ども
たちの体力が低下傾向にあった近
年に言われていた言葉ですが、こ
こ数年、ようやく上昇に転じました。
平成26年度に各小・中学校で実施
された、新体力テストの結果では、
市内の子どもたちは、県平均と比
較すると良好と言えるようですが、
全国平均と比較するとまだ低いよう
です。

　雲仙市では市内小・中学校の担
当者を対象に「体力向上対策研修
会」を実施し、市内の子どもたち
の体力向上について協議や情報交
換を行っています。
　
　子どもたちにとって最低限必要な
身体活動は、1日1時間以上が目安
です。外で元気に遊んだり、学校
の登下校は歩いたりするなど、簡
単な運動を継続的にできるよう、
ご家庭でも推進されてみてはいか
がでしょう？

問　学校教育課　☎37-3111

雲仙市食生活改善推進員連絡協議会吾妻支部

今 月 の 食 改 さ ん

じゃこ豆腐

野菜を調味料
で和えておく

ことで、

しょうゆのか
けすぎを防ぐ

ことができます
。

今月のレシピ
は…主菜

栄養価（出来上がり1人分）
エネルギー たんぱく質 カルシウム 塩分
94kcal 7.0g 112mg 0.9g

【作り方】
①� 豆腐は4等分に切り、水気を切る。
②� みょうがは千切り、きゅうりとなすは薄い半月切り、ミニトマトはくし型に切る。なすとみょうがは水にさらし、水気を切る。
③� ちりめんじゃこ、②の切った野菜、Ⓐをボウルに入れ混ぜ合わせる。
④� ①の豆腐に③を盛り付ける。

【材料（出来上がり4人分）】
木綿豆腐�………… 1丁
みょうが�………… 30g
きゅうり�………… 60g
なす�……………… 40g
ミニトマト�……… 5個

ちりめんじゃこ�… 大さじ1
オリーブオイル　� … 各大さじ1
薄口しょうゆ Ⓐ}

　食生活改善推進員は地域の健康づくりのため、食を通じたボランティア活動を行っています。
栄養バランスのとれた食事や生活習慣病、運動や調理実習など実践に活かせる内容の講座です。　　
身近なところから健康づくりの輪を広げませんか？
日　時：6月23日（火）～平成28年3月9日（水）
� 午前10時～午後2時　　全7回
会　場：愛野保健福祉センターほか
対　象：雲仙市民　定員　先着15人（参加費無料）
申込締切：5月29日（金）
申し込み先：�健康づくり課（☎38－3111）
（詳しい内容は健康づくり課までお問い合わせ下さい）

『食生活改善推進員』養成講座受講生募集

いろいろな年代の人や他の
町の人とも交流でき、楽し
く学習することができまし
た。子育て中の人、男性の
人も参加をお願いします。

身体活動・運動
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日
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ム

【
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ヤ
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】 
☎
0
1
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5
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【
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崎
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0
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8
2
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1
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庭
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1
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め
相
談
ホ
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ト
ラ
イ
ン
」
…
…
☎
0
5
7
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0
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（
診
療
時
間
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午
前
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時
）

月
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火
曜
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水
曜
日

木
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日

土・
日
曜
日

※
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ダ
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は
、携
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話
か
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話
が
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。
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の
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間
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内
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テ
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が
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間
流
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す
。

※
内
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は
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門
の
医
師
、歯
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師
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作
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崎
県
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協
会
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療
機
関
名
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地
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話
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号
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日
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日
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日
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日
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療
機
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名
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地

電
話
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号

１
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日
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日

２
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日

３
１
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原
市

小
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町

島
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市
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々
石
町
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原
市
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町

島
原
市

千
々
石
町
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-1
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7
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0

62
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0
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7
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6
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11
0
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8
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院
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科
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野
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口
腔
外
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リ
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ッ
ク

大
場
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科
医
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城
代
歯
科
医
院

島
原
市

千
々
石
町

島
原
市

愛
野
町

島
原
市

愛
野
町

島
原
市

愛
野
町

62
-4
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7
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-2
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1
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-6
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1

36
-3
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1
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-3
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5

36
-7
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1
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-1
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0
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5

寺
田
歯
科
診
療
所
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歯
科
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忍
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科
医
院
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科
医
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植
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科
医
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鶴
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医
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医
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歯
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医
院

し
ゃ
っ
く
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が
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ま
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な
い

食
道
下
部
狭
窄
の
ア
カ
ラ
シ
ア
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性
髄
膜
炎
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視
に
つ
い
て

ス
ト
レ
ス
解
消
法

前
立
腺
肥
大
の
薬
物
治
療
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ち
ゃ
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０
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テ
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）
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日
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日

（ 写 真 提 供 ）

雲 仙 市 花 き 振 興 協 議 会
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新　　職　　名 氏　名 前　　任
市民福祉部
福祉課
参事（市民福祉班長） 藤田　年文 教育委員会事務局総務課参事（環境整備班長）
市民福祉班参事補 中村　美加 農業委員会事務局農地総務班参事補
主事 川島　竜郎 新規採用
子ども支援課

課長補佐（子育て支援班長） 渡部　義孝 南串山総合支所市民生活課市
民生活班参事補

子ども健康班参事補（班長） 久世　篤志 千々石総合支所市民生活課市
民生活班参事補

子育て支援班参事補 和田　香恵 議会事務局総務班参事補
子育て支援班係長 山下　梨沙 同課主査
保護課
保護班参事補 荒木　芳展 管財課財産管理班参事補
主事 有吉　博文 新規採用
産業振興部
農林水産課
参事（林務水産班長） 吉原　和明 収納推進課参事（収納推進班長）
畜産振興班参事補（班長） 梶山　秀信 同課畜産振興班参事補
農業班係長 吉田　まゆ 同課主査
主事 彌富　秀寛 再任用
農漁村整備課
整備維持班参事補 古賀　正興 環境政策課廃棄物対策班参事補
主査 小川賢一郎 同課主事
主事補 馬場　　歩 新規採用
観光物産課

課長補佐（観光物産班長） 堀田　一樹 教育委員会事務局国体推進課
課長補佐（国体推進班長）

主事 宮﨑　奈那 市民窓口課主事
主事 岩下　夏澄 新規採用
国民宿舎望洋荘
担当課長兼支配人 宮木　　明 福祉課参事（市民福祉班長）
主事 光永　喜義 再任用
商工労政課
課長 冨永　修一 子ども支援課参事（子育て支援班長）
主事 岩岡　　愛 新規採用
建設整備部
監理課
参事（都市計画班長） 関　　貴夫 同課課長補佐（都市計画班長）
課長補佐（建設総務班長） 秋山　常芳 同課建設総務班参事補（班長）

建設総務班参事補 堀田　宏喜 人事課付（島原地域広域市町
村圏組合派遣）参事補

道路河川課
課長 松山　修三 同課参事（河川防災班長）
河川防災班参事補（班長） 北川　貴房 同課道路班参事補
主事 平田　拓也 水道課主事
主事補 柿田　　慎 新規採用
用地課
課長 荒木　　正 環境政策課課長補佐（環境班長）
水道課
主事補 町田　桐哉 新規採用
下水道課
下水道管理班参事補 川原　功一 同課主査
主事 松本晨之輔 新規採用
会計課
主査 森田　珠美 政策企画課男女共同参画センター主査
国見総合支所
市民生活課
参事（市民生活班） 池田　信介 人事課付参事
参事（市民生活班） 田原　朋子 同課市民生活班参事補
課長補佐（市民生活班長） 小川　孝子 同課課長補佐（市民生活班）
市民生活班参事補 柴崎　瑞恵 子ども支援課子ども健康班参事補（班長）
産業建設課
産業建設班参事補 吉原　昌弘 同課主査

新　　職　　名 氏　名 前　　任
議会事務局
次長（課長級） 大津　善信 同局参事（総務班長）
総務班参事補（班長） 稲本千亜紀 市民窓口課国保年金班参事補
政策企画課
課長補佐（地域振興班長） 田口　文武 同課地域振興班参事補（班長）

課長補佐（広報班長） 林田　泰郎 税務課固定資産税班参事補
（班長）

秘書調整班参事補 宗塚　康之 財政課財政班参事補
男女共同参画センター主事 小牟田弘子 同課主事
主事補 濱田　裕平 新規採用
総務部
次長兼管財課長 山本　一也 産業振興部次長兼商工労政課長
人事課
人事行政班係長 德永　真幸 同課主査
統計班参事補 松島　貴昭 下水道課主査
人事課付（島原地域広域市町
村圏組合派遣）参事補 野口　祐一 市民窓口課長寿医療班参事補

人事課付主査（長崎県障害福
祉課派遣） 八ツ尾香奈子 人事課付主事（長崎県障害福

祉課派遣）
人事課付主事（長崎県県央振
興局納税課派遣） 川原　広大 監理課主事

人事課付主事（長崎県ねんり
んピック推進課派遣） 小田　暁久 教育委員会事務局国体推進課

主事補
行革推進室

行革推進班参事補 林田　貴光 健康づくり課健康推進班参事
補

主事 酒井　久仁 人事課付主事（長崎県障害者
スポーツ大会課派遣）

財政課
財政班参事補 藤田　義文 行革推進室行革推進班参事補
管財課
参事（財産管理班長） 高原　　務 同課課長補佐（財産管理班長）
財産管理班参事補 冨永　幸一 道路河川課道路班参事補
契約班係長 井上　　真 同課主査
市民生活部
市民窓口課
課長 東　　裕実 観光物産課参事（観光物産班長）
市民生活班参事補（班長） 吉田　　学 同課市民生活班参事補

市民生活班参事補 卜部　直樹 教育委員会事務局国体推進課
国体推進班参事補

主査 小田　真生 税務課主査
主査 松田　祐哉 商工労政課主査
主事 内田　由香 新規採用
市民安全課
課長補佐（消費生活センター） 中尾　幸治 同課消費生活センター参事補
市民安全班参事補 岩　　博文 農漁村整備課整備維持班参事補
税務課
参事（固定資産税班長） 宮﨑　隆宗 同課参事（市民税班長）
課長補佐（市民税班長） 尾﨑　輝孝 政策企画課課長補佐（広報班長）

主査 円口　留美 教育委員会事務局生涯学習課
主査

主事 村里千恵美 新規採用
主事 久本　康太 新規採用
収納推進課
参事監兼収納推進課長 宮村　徳彦 長崎県

課長補佐（収納推進班長） 田中　幸則 市民窓口課課長補佐（市民生
活班長）

収納推進班参事補 松田　康弘 保護課保護班参事補
健康づくり課
参事（健康推進班長） 冨永美也子 同課課長補佐（健康推進班長）
主事 川原　博年 政策企画課主事
主事 森　茉莉子 新規採用
環境政策課

環境班参事補（班長） 山本　一彦 小浜総合支所産業建設課産業
建設班参事補

廃棄物対策班参事補 川崎　智雪 税務課固定資産税班参事補

職員の人事異動　　　　平成27年4月1日付

18● 広報うんぜん
平成27年5月



新　　職　　名 氏　名 前　　任
瑞穂総合支所
支所長兼産業建設課長 小島　秀勝 同支所市民生活課長
市民生活課
課長 横田　弘範 用地課長

参事（市民生活班長） 中村　和子 国見総合支所市民生活課参事
（市民生活班長）

愛野総合支所
支所長兼産業建設課長 城井　　仁 市民生活部次長兼市民窓口課長
産業建設課
主査 山口　将武 同課主事
千々石総合支所
市民生活課
主査 德永加奈子 子ども支援課主査
小浜総合支所

支所長兼産業建設課長 川野　浩三 国民宿舎望洋荘担当課長兼支
配人

市民生活課
主事 宅島　良則 再任用
産業建設課
参事（産業建設班長） 馬場　浩介 人事課付参事
主査 石丸　裕憲 同課主事
主事 平　　大輔 農漁村整備課主事
南串山総合支所
市民生活課
市民生活班参事補 松竹　大輔 税務課市民税班参事補
産業建設課
参事（産業建設班） 山本　　修 農林水産課参事（林務水産班長）
教育委員会事務局
総務課

環境整備班参事補（班長） 内田　正和 南串山総合支所産業建設課産
業建設班参事補

主査 宮﨑　幸平 下水道課主査
学校教育課
課長兼給食センター所長 下田　和章 長崎県教育委員会
主幹指導主事（教育指導班） 酒井　仁史 同課主任指導主事（教育指導班）
教育指導班指導主事 岩永東一郎 長崎県教育委員会
生涯学習課
課長 松橋　秀明 国体推進課長
主査 豊田　千穂 人事課付主査
主事 三浦　千翔 観光物産課主事

新　　職　　名 氏　名 前　　任
スポーツ振興課
課長 本多　正剛 生涯学習課参事（スポーツ振興班長）
課長補佐（スポーツ振興班長） 本田　理恵 生涯学習課スポーツ振興班参事補
スポーツ振興班参事補 吉田　　茂 生涯学習課スポーツ振興班参事補
スポーツ振興班係長 岩岡　　純 国体推進課主査

主査 田中　大智 人事課付（島原地域広域市町
村圏組合派遣）主査

主事 北尾　　祥 新規採用
農業委員会事務局
主査 福田　智美 市民窓口課主査
監査事務局
監査指導班参事補 酒井　伸也 同局主査

退職（平成27年3月31日付）
氏　　名 前　　任
重野　　淳 理事兼愛野総合支所長兼産業建設課長
関　　精一 総務部次長兼管財課長
吉崎　　誠 建設整備部次長兼道路河川課長
小田　雅男 瑞穂総合支所長兼産業建設課長
宅島　良則 小浜総合支所長兼産業建設課長
永野　　弘 収納推進課長
稲本　克彦 教育委員会事務局生涯学習課長
彌富　秀寛 農林水産課参事（畜産振興班長）
光永　喜義 国民宿舎望洋荘参事
竹田久美子 国見総合支所市民生活課参事（市民生活班）
岩永　政吉 小浜総合支所産業建設課参事（産業建設班長）

再任用任期満了（平成27年3月31日付）
氏　　名 前　　任
本多　周太 福祉課主事
川鍋　嘉則 会計課主事
金子　京子 瑞穂総合支所主事
松永　　弘 小浜総合支所主事
吉田　文博 教育委員会事務局生涯学習課主事

県へ（平成27年3月31日付） 氏　名 前　　任

長崎県教育委員会へ 芝田　明彦 教育委員会事務局学校教育課
長兼給食センター所長

長崎県教育委員会へ 黒岩　洋史 教育委員会事務局学校教育課
主任指導主事（教育指導班）

問い合わせ　人事課（☎38-3111）

新
人
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員
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ら
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よ
ろ
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く
お
願
い
し
ま
す
。

後列 税 務 課� 村里千恵美 スポーツ振興課�北尾　　祥 水 道 課� 町田　桐哉 農漁村整備課� 馬場　　歩
中列 道路河川課� 柿田　　慎 福 祉 課� 川島　竜郎 下水道課� 松本晨之輔 政策企画課� 濱田　裕平 観光物産課� 岩下　夏澄
前列 健康づくり課� 森　茉莉子 市民窓口課� 内田　由香 商工労政課� 岩岡　　愛 保 護 課� 有吉　博文 税 務 課� 久本　康太
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平成27年度　当初予算総額　385億6,181万円
	 ※水道事業会計（企業会計）を除く

　平成27年度の予算編成は、中期財政計画（第2期）に基づく健全な財政運営を進め、雲仙市総合計画（後
期基本計画）を基本とし、これまでの取り組みや成果などを踏まえ、事業の優先性・重要性・効果等を十
分に検証し、合併特例期間終了後の厳しくなる財政環境を職員一人ひとりが認識し、取り組みます。
【一般会計歳入（対前年度比）】
　市税は、固定資産税の3年に1回の評価替えによ
る在来家屋の減価などにより、1.9％減っています。
　国庫支出金は、保育所等整備交付金、臨時福祉
給付事業費補助金、保育所運営費国庫負担金など
の増により、15.3％増えています。
　そのほか、ふるさと応援寄附金の増額を見込ん
でいます。

【一般会計歳出（対前年度比）】
　議会費については、議場等の映像・音響設備の
改修により、22.2％増えています。
　教育費については、小中学校の防水・外壁工事
などを行う学校施設環境改善交付金事業や大規模
改修事業が増えているものの、国体開催事業の終
了に伴う減などにより、13.8％減っています。
　また、総務費においては、増築庁舎の工事費や、
総合支所の設計委託費などの庁舎整備事業費の増
により、12.7％増えています。

●特別会計予算　総額110億6,064万5千円
	 対前年度比　6億4,053万7千円（＋6.1％）

●水道事業会計（企業会計）

雲仙市の平成27年度予算の詳細については、5月中に各世帯に配布予定の
「知っておきたい雲仙市のしごと」をご覧ください。

収　入 6億7,329万1千円 支　出 11億8,374万円
収益的収入 5億5,903万2千円 収益的支出 5億5,277万2千円
資本的収入 1億1,425万9千円 資本的支出 6億3,096万8千円

問　財政課　☎38-3111

下水道事業特別会計 国民健康保険特別会計
総額	 10億4,759万3千円（対前年度比	 △8.0％） 総額	 86億1,165万6千円（対前年度比	 ＋13.5％）
国民宿舎事業特別会計 後期高齢者医療特別会計
総額	 1億8,811万8千円（対前年度比	 △2.5％） 総額	 4億8,252万6千円（対前年度比	 △0.4％）
温泉浴場事業特別会計 簡易水道事業特別会計
総額	 1,121万3千円（対前年度比	 △22.5％） 総額	 7億1,953万9千円（対前年度比	 △28.3％）

●一般会計予算　総額275億116万5千円
	 対前年度比　2億930万1千円（＋0.8％）

歳　入
275億116万5千円

歳　出
275億116万5千円

（単位：千円）

市税
3,575,916
（13.0％）

5,919,284
（21.7%）

自主財源

21,581,881
（78.3%）

依存財源

民生費
9,413,765
（34.2％）

総務費
3,727,081
（13.6％）

公債費
3,295,792
（12.0％）

農林水産業費・商工費
2,880,556
（10.5％）

土木費
2,449,575
（8.9％）

衛生費
2,171,308
（7.9％）

教育費
2,075,376
（7.5％）

消防費
1,130,864
（4.1％）

議会費
276,131（1.0％）

その他
80,717（0.3％）

諸収入
271,935（1.0％）

分担金及び負担金
268,294（1.0％）

使用料及び手数料
256,906（0.9％）

繰入金・財産収入など
1,546,233（5.8％）

地方交付税
10,937,464
（39.8％）

国庫支出金
3,811,604
（13.9％）

県支出金
2,922,595
（10.6％）

市債
2,864,400
（10.4％）

その他
（地方消費税交付金など）
1,045,818
（3.6％）

20● 広報うんぜん
平成27年5月



申込・問　商工労政課　☎38-3111

●空き店舗活用事業●
①小売業、飲食業およびサービス業
　（対象となる産業については、別途日本標準産業分類での規定があります）
②�ギャラリー、イベント会場および地域住民交流のためのコミュニティ施設などの商店街の集客や
イメージアップに有効で、まちづくりに寄与すると認められる事業

「空き店舗」とは
　①入口が道路または歩道に接していること
　②以前の営業終了から半年以上経過していること
対象とならない事業者など
　①風俗営業を行おうとする者
　②空き店舗所有者、当該所有者の生計同一者またはこれらの者が所属する法人その他の団体
　③事業所の移転等により、市内で既に営業している店舗が空き店舗となってしまう場合
申請　事業に着手する前に、必ず事前に申請・交付決定を受ける必要があります。

　創業や新設した企業の事業活動の支援と中小企業の経営改革、農商工連携事業による新事業への
支援を行い、市内産業の活性化と健全な発展を目指します。
事業区分 創業・経営改革サポート事業 農商工連携サポート事業

補助対象者 市内で創業または経営改革に取り組む個人、
中小企業者

市内農林漁業者を含む2業種以上で組織さ
れ、互いに資源や工夫を出し合い、密接な繋
がりをもつ連携体

補 助 対 象
事 業

高い技術と優れた事業計画により行われる創
業や経営改革に取り組み、事業化を行うもの
で、別に定める条件を全て満たすもの
※条件についてはお問い合わせください。

農商工連携により、新商品・新技術・新サー
ビスの開発および提供を行う事業で、別に定
める条件を全て満たすもの
※条件についてはお問い合わせください。

補助率および
補助限度額

補助対象経費の2分の1以内
1件につき300万円
※新規常用雇用者（正社員）数が2人以上の場合は500万円。
　（正社員以外については、2人の雇用をもって正社員1人の雇用とみなす。）
※事業期間が2会計年度にわたる場合であっても1件となります。

【審査方法】市における事務的審査（1次審査）の後、申請者によるプレゼンテーションおよび質疑
応答を行う面接形式の審査会（2次審査）を行います。

【応募〆切】5月29日㈮午後5時まで

●にぎわい創出事業●
　まちづくり事業等に活用される空き店舗または商店街などで実施される集客やイメージアップに
有効で賑わいに寄与すると認められる事業

対象経費 ⑴　空き店舗の賃借料（敷金、礼金を除きます）
⑵　空き店舗の改修などに要する経費

補助金等
⑴　	空き店舗の賃借料の2分の1以内（小売業等については最長1年間、ギャラリー等
については最長3年間で3年目は3分の1以内）　補助限度額　月額8万円

⑵　空き店舗の改修などに要する経費の2分の1以内　補助限度額　200万円

対象経費 デザインや広告宣伝などに要する経費
補助金等 対象経費の2分の1以内（年1回まで）補助限度額　1回につき10万円

雲仙市商店街活性化推進事業

雲仙市産業サポート事業
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　市が所有している公用車の一部について、有効利用を図るため、市民の皆さまなどへ売却します。購入
をご希望の人は、下記内容をご確認の上、入札にご参加ください。

　平成27年度雲仙市海水浴場管理運営業務受託者を募集します。
　希望される方は必ず、募集要項をご確認のうえ、お申込みください。
※募集要項・申込書は雲仙市ホームページまたは管財課、各総合支所市民生活課に備え付けてあります。
対象施設 ①長浜海水浴場（国見町神代戊地先） ②千々石海水浴場（千々石町丙地先）
委託金額 1,063,800円（税込） 1,203,120円（税込）
業務委託期間 平成27年7月1日㈬～8月21日㈮まで
業務時間 午前8時30分～午後5時
販売営業 区域内での物品販売やレンタル業務を行う事ができる
業務内容 海水浴場開設期間中の監視等安全管理に関すること海水浴場施設の維持管理に関することなど

応募資格 当該施設の管理運営業務を円滑にかつ安定して遂行できる能力を有している「市内に住所を有する」
法人またはその他の団体（法人格は不問、個人は不可）で、法人税等について滞納がないことなど

申込方法 管財課、各総合支所市民生活課に備え付けの「管理運営業務申込書」に必要事項を記入し、必要書
類を添付の上、管財課または各総合支所市民生活課に提出してください。

申込受付期間 平成27年5月7日㈭～18日㈪午後5時

お問い合わせ 雲仙市役所総務部管財課　財産管理班
☎38-3111（内線：2361）

●入札の方法
　一般競争入札とし、市が定める参加資格を
有し、かつ最低売却価格以上の最高の価格を
もって入札した方と売買契約を締結します。

●入札参加資格・申込方法
　参加を希望される人は、管財課または各総
合支所にある「市有公用車売払いのご案内」を
必ずご確認いただき、管財課または各総合支
所へ申し込んでください。

●申込受付期間
　5月7日㈭～27日㈬	午前9時～午後5時　※	土、日、祝日を除く

●入札物件公開（下見会）
【日時】5月19日㈫	午前10時～正午、5月20日㈬	午後2時～4時
【場所】雲仙市吾妻町牛口名381番地　	
　　　　（プール跡地駐車場）

●入札日時および場所
【日時】6月3日㈬　受付：午後1時～　説明会：午後1時30分～　入札会：午後2時～
【場所】吾妻町ふるさと会館研修室１

●その他
　現物の引渡しは、売買代金の支払いを確認した後となります。なお、引渡し方法は現状渡しとし、引渡
し後の不調や故障については一切補償しませんので、あらかじめご了承ください。
　諸手続きおよび費用は全て落札者の負担とします。
　なお、期日内に名義変更手続きがなされない場合は、契約は解除となります。

※	外観のみであれば上記日時以外でも確認可とします。
※4～6については別途実施しますのでお問合せください。

種　　名 台数 メーカー
1 軽乗用自動車 2台 スズキ
2 小型乗用自動車 2台 ホンダ、日産
3 小型貨物自動車 1台 日産
4 普通貨物自動車（ダンプトラック） 3台 三菱、いすゞ
5 普通特殊自動車（糞尿車） 1台 日野
6 特殊用途車両（ホイルローダ） 2台 コマツ

計 11台
※入札は1台ずつおこないます。
※	各車両の詳細については「市有公用車売払いのご案内」や下見会に
おいてご確認ください。

公用車を公売します 問　管財課　☎38-3111

雲仙市海水浴場管理運営業務委託について 問　管財課　☎38-3111
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ころばんごとがんばらんば体操教室

体力づくり・仲間づくり・地域づくり

去る平成27年3月16日に開催した交流会に、なんと約200人の参加！！たいへん盛り上がりました。
介護予防に関する講話はみなさん熱心に聴き入っておられ、ゲームでは他の教室の仲間との交流を深めることが
できました。いつまでも楽しく元気に過ごせるよう、みんなでがんばりましょう！
【ころばんごとがんばらんば体操】

【玉入れスタート！！】

【出欠確認】 【受付】 【参加賞配布】

【ボランティアスタッフ】
【感動の再会】

【玉入れ準備】

こら何人ぐれ
おっとやろか？

たいて
たっしゃか～

出番ばい！玉ば
よんにょ入れな！

ぞろぞろ
来よらすよ

雲仙から下って
きました～。

ボランティアさんの
おかげたな～い

　こんだ
体育館でせ～な

　195人
おるげなばい

ん～

久しかぶり
お～たね～！

似おちょっ？
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■�浄化槽を設置する場合に、工事費
の一部を補助します

　雲仙市では、公共用水域の水質保全を目的とし
て浄化槽を設置する場合に、工事費の一部を補助
します。
◆対象者
①下水道等区域以外に合併浄化槽を設置する人
（建売住宅を除く）
②市税の未納がないこと
◆申請方法　下水道課にお問い合わせいただく
か、市ホームページよりダウンロード下さい。
◆申請窓口　雲仙市役所下水道課（愛野総合支所
別館内）
人槽区分 通常処理型 高度処理型

5人槽 332,000円 444,000円
６～７人槽 414,000円 486,000円
8～10人槽 548,000円 576,000円
11～20人槽 939,000円 1,092,000円
21～30人槽 1,472,000円 1,860,000円
31～50人槽 2,037,000円 2,496,000円
51人槽以上 1,018,000円 1,123,000円

� 問　下水道課　☎38-3111

■雲仙市定住促進パンフレットを
　作成しました！
　雲仙市が実施している「住むこと」「働くこと」
「子育て」「その他」の支援事業について分かりや
すくまとめたパンフレットを作成しました。また、
本市の観光や特産物など市の
魅力がたくさん詰まったパン
フレットとなっております。
※	パンフレットの内容については、	
５月８日に更新を行う予定です。
　詳しくは、市のホームページにて
　ご確認ください。

� 問　政策企画課　☎38-3111

■たくさんの募金ありがとうございました
～長野県神城断層地震災害義援金�～

　平成26年12月から平成27年3月末にかけて募
集していました長野県神城断層地震災害義援金に
ついては、85,080円となりました。集まった義援
金は日本赤十字社を通じ、被災地へお送りしました。
　皆様の温かいご支援ありがとうございました。
	 問　福祉課　☎36-2500

■奨学生を募集します
◎雲仙市奨学生
貸与条件　扶養者が1年以上市内
に住民登録しており、経済的な
理由で修学が困難で、学業・人
物ともに奨学生としてふさわしい人
※他の奨学金制度との重複貸与可（ただし、独立
行政法人日本学生支援機構との重複貸与不可）
対象学校　
①大学・大学院・短期大学・農業大学校
②高等専門学校・専修学校（専修学校設置基準
による修業年限2年以上の学校）・各種学校（各
種学校規定による修業年限2年以上の学校）
③高等学校
貸与金額　①…月額20,000円以内
　　　　　②…月額15,000円以内
　　　　　③…月額12,000円以内
申込期間　4月1日㈬～	5月22日㈮
申込方法　教育委員会総務課や生涯学習課各駐在
に備え付けの奨学資金貸付申込書（市ホーム
ページからダウンロードもできます）に必要書
類を添付し、教育委員会総務課または各駐在に
提出してください。
� 問　教育委員会総務課　☎37-3113

■春の全国交通安全運動
� （5月11日～20日）

『 ひとりでも　まもるよやくそく　みぎひだり 』
　期間中は次の3項目を重点に市内各所で広報啓
発活動などが実施される予定です。市民の皆さん
のご理解とご協力をお願いします。
○自転車の安全利用の促進「特に、� �
自転車安全利用五則の周知徹底」
○全ての座席のシートベルトと��
チャイルドシートの正しい着用の徹底
○飲酒運転の根絶
	 問　市民安全課　☎38-3111

■物産展・商談会情報の提供について
　雲仙市では、市が開催する物産展への出展募集
や、長崎県等が開催する商談会の開催案内などの
情報を生産者・事業者の皆様へお知らせいたしま
す（不定期）。情報提供を希望される人は観光物産
課までご連絡ください。
	 問　観光物産課　☎38-3111
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人権イメージキャラクター
人KENまもる君・人KENあゆみちゃん■就職したい人を応援します。

　　～雲仙市就職支援相談事業～
5月の相談日は、5月28日㈭愛野町公民館
相談は、1人約50分程度　（電話予約制）
※就職先をご紹介するものではございません。
※相談対象者は、雲仙市内在住または雲仙市へＵＪＩ
ターン希望の人

【相談の時間帯】
　①10時30分～11時20分
　②11時30分～12時20分
　③13時30分～14時20分
　④14時30分～15時20分
　⑤15時30分～16時20分
	 問・申込　商工労政課　☎38-3111

■犯罪なく３ば運動に取り組みましょう
犯罪なく３ば運動とは？
【カギかけんば運動】
　自宅の玄関や窓、自転車、自動車には必ず鍵を
かけましょう！
【ひと声かけんば運動】
　地域で子どもたちと挨拶を交わしたり、お年寄
り宅を訪問してひと声かけましょう！
【見守りせんば運動】
　地域の子どもたちやお年寄りを見守りましょう！
問	 市民安全課	☎38-3111		雲仙警察署	☎75-0110

■全国一斉「人権擁護委員の日」特設
　人権相談所開設のお知らせ
　6月1日は人権擁護委員法が施行された日です。
　人権擁護委員は、皆様の身近なところで、人権
を守るために活動しています。
　家庭内のもめ事や隣近所とのトラブルなど皆様
の悩みや心配ごとを相談してみませんか？
　相談は無料で、秘密は厳守されますので、お気
軽にご相談ください。
【日時】　6月4日㈭　午前10時～午後3時
【場所】　国見農村環境改善センター
　瑞穂町公民館、吾妻町ふるさと会館
　愛野町公民館、千々石保健センター
　小浜老人福祉センター
　南串山保健福祉センター
【相談員】人権擁護委員

� 問　市民窓口課　（☎38-3111）

■ハローワーク諫早巡回相談
　児童扶養手当受給資格者を対象に、ハローワー
ク諫早の巡回相談が実施されます。お気軽にご相
談ください。
日　時	:	5月13日㈬　午前10時～午後4時
場　所	:雲仙市福祉事務所（千々石庁舎内）
対象者	:児童扶養手当受給資格者
内　容：職業相談、職業紹介　（1人50分程度）
※事前に電話予約してください。
� 問　子ども支援課　☎36-2500

国勢調査の調査員募集のお知らせ
調査員の仕事をしてみませんか
　国勢調査は、日本国内に住むすべての人と世
帯を対象とする、国の最も重要な統計調査です。

◆業務内容　調査についての説明と調査書類
の配布や調査票の回収、調査票の整理と提出
など
◆活動期間　平成27年8月下旬～10月下旬
◆調査報酬　約3万6千円（約50世帯/1調査区）
　　　　　　約7万1千円（約100世帯/2調査区）
　　　　　　※	最終的な調査世帯数により報酬額

は変動します。
◆応募用件　
①20歳以上で、調査活動のできる健康な人
②責任を持って調査事務を遂行し、調査上知り
得た秘密を守れる人
③税務・警察・選挙に直接関係ない人
◆募集人員　約200人
◆応募方法　人事課統計班までお問い合わせ
いただくか、国勢調査調査員申込書（市ホー
ムページからもダウンロードできます）に記
入し、人事課統計班（市役所本庁2階）また
は最寄りの総合支所市民生活課（統計担当）
へ直接持参してお申し込みください。
◆応募期限　6月5日㈮まで
� 問　人事課　☎38-3111
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　国際交流員の金孝景さんに初歩的な韓国語を学
びます。
【日時】　5月26日～7月7日、9月1日～12月8日
　火曜日　全20回　※9月22日、11月3日は除く
　午後7時30分～9時
【対象】一般
【定員】先着20名
【講師】金　孝景　氏　国際交流員
【費用】無料
【持参品】筆記用具
【場所】吾妻町ふるさと会館　研修室1
【申込先】生涯学習課　吾妻駐在　☎38-3108
【申込期間】5月7日㈭～20日㈬

　上質のレザー（革）を使った小物づくりです。
　靴製造の職人さんに教えていただきます。
【日時】6月6日㈯　（各3時間程度）
　①午前10時～ A：ポーチ
　②午前11時～ B：カードケース
　③正午～ C：小銭入れ、D：キーカバー
【内容・費用】　A：ポーチ（2,500円）
　　　　　　　B：カードケース（1,500円）
　　　　　　　C：小銭入れ（1,200円）
　　　　　　　D：キーカバー（400円）
【講師】福田　哲哉	氏（靴製造	shoes	shop	BOOMER）
【対象】一般（高校生以上）
【定員】各回先着6名
【場所】吾妻町ふるさと会館　研修室1
【申込先】生涯学習課　吾妻駐在　☎38-3108
【申込期間】5月7日㈭～20日㈬
【その他】A～Dおよび色目（1～3）を選んでお申込みください。

雲仙市図書館からのお知らせ
雲仙市図書館開館11周年記念
「おはなしのへや　ぐりとぐら」による
特別おはなし会
日時：5月30日㈯	午後2時～3時
場所：国見町文化会館　ロビー

 問　雲仙市図書館　☎78-3977

　自然の食材、少ない調味料、無添加の物を使い、
できる限り自然の味を楽しむ料理教室。
【日時】6月11日㈭	午前10時～午後1時
【対象】一般
【定員】12名
【講師】樋口　聡子　氏
【費用】800円
【持参品】エプロン、三角巾、手拭用タオル、
	 筆記用具
【場所】愛野町公民館　調理室
【申込先】生涯学習課　愛野駐在　☎36-0616
【申込期間】5月18日㈪～6月4日㈭

市民講座 UN Z E N
韓国語教室～基礎編～

手縫いで作る革小物教室

ナチュラルフード料理教室

1

2

3

A：ポーチ

B：カードケース

C：小銭入れ

D：キーカバー

『自分作り』・『仲間作り』を始めませんか？
申込み受付は、平日9時から5時までです。皆さんのご応募をお待ちしています。
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■障がい者巡回相談のお知らせ
　障害者相談支援事業所「はあと」(市委託事業者)
は、障がいのある人やその家族を対象に、毎月巡
回相談をおこなっています。お気軽にご相談くだ
さい。秘密は厳守します。
日時場所　5月11日㈪　愛野公民館
時間　午後1時30分～4時まで
相談　無料（予約不要）
問　障害者相談支援事業所「はあと」	（☎36-3850）

■広報うんぜん音訳CDの貸し出しと
配布について

【音訳CDの貸し出し】
　「広報うんぜん」をCDに録音したものを、無料
で貸し出します。（貸出期間は２週間です。）
（貸し出し場所）福祉課・市民窓口課・各総合支所
市民生活課・雲仙市図書館および各公民館図書室
【音訳CDの配布】
　「広報うんぜん」の内容をCDに録音し、身体障
害者手帳（視覚に障害のある人）をお持ちの人に
は無料で配布しています。ご連絡ください。

■特別障害者手当等のお知らせ
　重度の心身の障害により日常生活に常時特別の
介護を必要し、在宅で生活される障がいのある人
に、申請により認定された場合に手当が支給され
ます。ただし、施設入所や3箇月以上の入院、本人、
配偶者及び扶養義務者の所得が一定以上ある場合
は支給されません。
　平成27年度4月からの手当月額は下記のとおり
です。
　特別障害者手当　26,620円
　障害児福祉手当　14,480円
　経過的福祉手当　14,480円
　支払月：年4回　5月、8月、11月及び2月

福祉課障害福祉班
☎36－2500 お 知 ら せ

　外見からは障害のあることがわかりにくい発達障害の
人は、人とのかかわりやコミュニケーションが苦手であ
るという特徴があります。
　発達障害の原因はまだ分かっていませんが、生まれな
がらの脳機能の障害と考えられており、保護者の育て方
や本人の努力不足が原因で起こるものではありません。
　「病気が治る」という意味合いでは、発達障害そのも
のが治るということはありませんが、小さい頃からの適
切な指導や支援を受け、家族や学校などがかかわり方を
工夫するなど、発達障害の特性にあった生活の環境を整
え、すべての人にやさしい社会を作ることによって、明
るく前向きに暮らすことができます。
　今月は、発達障害の中の「自閉症」と「アスペルガー
症候群」を紹介いたします。
○自閉症の特性
　言葉の発達の遅れ、コミュニケーションの障害、対人
関係・社会性の障害、パターン化した行動・こだわり
例：急に予定が変わったり、初めての場所に行くと不安
になり動けなくなることがよくあります。動くように促し
たりすることで不安が高まり、突然大きな声を出したりし
て、周りの人から「どうして不安になるのかわからない、
何をしてあげたらよいかわからない」と言われます。し
かしよく知っている場所では一生懸命活動に取り組む事
ができます。
○アスペルガー症候群の特性
　コミュニケーションの障害、対人関係性の障害、パター
ン化した行動・興味・関心のかたより、不器用
例：他の人と話している時に自分のことばかり話してい
まい、相手にはっきりと「もうやめてください」と言われ
ないと止まらない。周りの人から「相手の気持ちがわか
らない、自分勝手で、わがままな子」と言われます。	
しかし大好きなことに対しては、専門家顔負けの知識を
もっていてお友達に感心されます。

雲仙市地域自立支援協議会
子ども支援部会だより

■視覚障害者の生活訓練に参加しま
せんか！

　視覚に障害のある人を対象に点字訓練やボラン
ティアとの交流会をおこなっています。
	 （参加費無料）
　市役所本庁⇔小浜老人福祉センター間はマイク
ロバスでの送迎も行っていますので、ご利用くだ
さい。
【開催日】
　①	5月5日㈫・12日㈫　愛野町公民館
　　	午前10時～正午（点字訓練）　
　②	5月13日㈬　バードリスニング　（雲仙）
　③	5月14日㈭　小浜老人福祉センター
　　	午前10時～正午（点字訓練）　
　　	午後1時～3時（交流会）

発達障害ってなんだろう？
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環境政策課からのお知らせ

　長崎県内では、近年、春から秋にかけて光化学オキシダントやPM2.5の濃度が高くなる傾向にあり
ます。光化学オキシダント濃度が高くなり生活環境に影響がある場合、「注意報」をお知らせします。
ニュースや新聞等の情報に気を付けて行動しましよう。

PM2.5（微小粒子物質）注意喚起について　
　PM2.5濃度の日平均値が70μｇ/㎥を越えると予想される場合には、県より注意喚起がなされますので、防災
無線などでお知らせいたします。

《注意喚起時の留意事項》
○不要不急の外出はできるだけ減らしましょう。
　※マスクをする場合には、サイズを合わせるなど適切な着用をお願いします。
○屋外での激しい運動、長時間の運動をできるだけ減らしましょう。
○換気や窓の開閉をできるだけ少なくしましょう。
　※ＰＭ2.5を屋内に持ち込まないために洗濯物を部屋の中に干すなどの工夫をしましょう。
○�呼吸器系（ぜん息など）や循環器系（心臓病など）の疾患がある人、子供、高齢者は、体調の変化に
注意しましょう。

○注意喚起は翌日午前０時に自動的に解除されます。

光化学オキシダントに注意しましょう
〈光化学オキシダントとは〉
工場の煙や自動車の排気ガスに含まれている大気汚染物質で、光化学スモッグの原因となります。
また天然に存在している「自然界のオゾン」も含まれます。

〈どのような時に濃度が高くなるの？〉
長崎県内では過去の測定結果から５月から９月までの晴れた日中に高濃度になる傾向があります。
一般的に日ざしが強く、気温が高く、風が弱い日の日中に発生しやすくなります。
特に、もやがかかり、遠くのものが見にくく視界が悪い日は注意しましょう。
なお、曇天や雨天、風が強い日、晴れの日でも太陽が沈み日没以後は濃度が低くなります。

〈ヒトに対する影響〉
目がチカチカしたりショボショボしたり涙が異常に出たりする場合があります。
また、のどが痛くなったりすることもあります。
そんな時は、すぐに屋内に入り、きれいな水で洗眼やうがいを十分に行い、休息してください。
回復しない場合は、病院で診察を受けてください。

〈注意報の発令〉
身体の弱い人は屋外でのはげしい運動は避け、屋内に入りましょう。
また屋内に入っても、場合によっては窓やカーテンを閉めるなどの措置が必要です。

一般住宅用太陽光発電システム導入費補助金
　地球温暖化対策として、一般住宅用太陽光発電システムの補助を実施します。
○補助要件� 以下のいずれにも該当すること。
� ・�本市に住所を有する人（太陽光発電システムの設置完了後から補助金交付までに本市に住所

を有することになった場合を含む。）
� ・市内にある住宅に新たに太陽光発電システムを設置すること。
� ・電力会社と電灯契約および余剰電力の受給契約を締結できる人。
� ・市税を滞納していないこと。
○補助金額� 1件あたり6万5千円
○受付件数� 本年度の受付件数は50件を予定していますが予算額に達した場合、受付を終了します（先着順）。
� ＊詳細については、ホームページをご覧いただくか環境政策課にご連絡ください。
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うんぜんのよかとこ！雲仙市民限定特別企画
～さなぼり・さなぶらプラン～
温泉付の会食で田植えの疲れをゆっくり癒してみませんか

期間：5月1日～7月31日
湯量豊富でお風呂も充実！
大浴場・打たせ・ジェット・露天風呂もあります。

※送迎についてはご相談に応じます。
「	卒業記念の親子登山で雲仙普賢岳に
登ってきました！」
　頂上は霧で何も見えませんでしたが、霜柱、氷柱、
霧氷など初めて見る子供も多く楽しい一日でした。
	 南串山町　K.Mさん
広）　	霧で何も見えずとも、子どもたちにとってもきっ

と大切な思い出のひとつとなったのではないで
しょうか？

　掲載を希望する人は下記のアドレスへ写真データ（JPEG
形式）と何か一言メッセージやエピソード、写っている人
の氏名とフリガナなどを添えてお送りください。

	 問　政策企画課　広報班	☎38−3111
	 koho@city.unzen.lg.jp

訂正　（広報うんぜん4月号）
Ｐ26　「ころばんごとがんばらんば体操教室」の記事の中に
誤りがありました。訂正し、お詫びいたします。
（誤）☆さくら会（愛野）☆	→（正）☆さくら会（千々石）☆

○4,600円
 コース

会席料理＋お酒1本付（またはジュース類）
＋入浴休憩＋タオル

○3,600円
 コース

会席料理＋お酒1本付（またはジュース類）
＋入浴休憩＋タオル

　3月10日、第67回日本消防協会定例表彰「特別
表彰まとい」を雲仙市消防団が受章しました。特
別表彰まといは、活動顕著な消防団を表彰するた
めに昭和54年に創設され、以来全国の消防団の中
から毎年度10団体に限り授与されている、消防団
にとっては最高の名誉となる表彰です。県内では
これまで、諫早市消防団、長崎市消防団など5団
体が受章しており、雲仙市消防団が6団体目とな
ります。このような伝統ある雲仙市消防団に入っ
て、あなたも自分が住むまち雲仙市の防災に力を
貸してみませんか？

　�雲仙市消防団快挙！

問　市民安全課　☎38−3111

問　国民宿舎望洋荘
　　☎74−3141
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Vol.12

第16回求礼サンシュユ花祭り開催

編集者から� 広報班	庄◯
　5月号において、私が特におススメする記事をご紹介しま
す。P24の掲載しております「定住促進パンフレット」につ
いてです。このパンフレットは定住を考える人だけでなく、
既に住んでいる人が雲仙市の良さを再認識できる内容と
なっています。雲仙市のおいしい食べ物や各種事業の紹介
といった雲仙市の情報がギュッと詰まったパンフレットで
す。ホームページや各総合支所でも閲覧できますのでご一
読いただければと思います。

　3月21日～29日までの9日間、求礼郡の恒例行事
「第16回求礼サンシュユ花祭り」が開催されました。
　サンシュユの花言葉である“永遠の愛”にちなみ、
「永遠なる愛を探して」というテーマのもと、コン
サートや地域の特産品販売、舞台での伝統文化披
露などイベント盛りだくさんのお祭りでした。祭
り会場の近くには、求礼郡を代表する「華

け
厳
ごん
寺
じ
」や、

国家名勝地に指定されている寺院「四
し
聖
せい
庵
あん
」、押し

花展示館、そして、朝鮮時代の古い住宅「雲
うん
烏
じょ
楼
る
」

など、主要な観光地が集中しており、お祭りに訪
れた観光客は周辺の散策も楽しんでいました。

姉妹都市　　韓国求
ク
礼
レ
郡
グン
から、アンニョンハセヨ

ビ
ビ
ン
バ
作
り

サンシュユ花祭り会場にて

人のうごき（3月末）� ［住民基本台帳月報］
■人　口：45,972人� （前月比−347人）
　　男性：21,741人　　　女性：24,231人
■世帯数：17,062世帯　　（前月比−56世帯）

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000

雲仙市の
人口割合
（3月末）

10歳未満　3,590人

10～20代
8,070人

30～40代
9,681人

50～60代
13,777人

70～80代
9,811人

90代～　1,043人
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EVENT

旧鍋島家住宅春の一般公開　　

「端午の節句展」
神代鍋島家に伝わる端午の節句のお飾りを展示いたします。
男の子の健やかな成長を祈願した人形をご観覧ください。

■展示期間
	 平成27年

	 4月21日㈫～5月24日㈰
■場　　所	 旧鍋島家住宅（御座敷）
	 雲仙市国見町神代丙103番地１
	 電話0957-61-7778

■開館時間　午前10時～午後5時
■入 場 料
				（旧鍋島家の入場にあたっては入場料が必要となります。）

　大　人	 ………………… 300円（団体200円）
　小中高校生	…………… 200円（団体150円）
　身体障害者手帳をお持ちの方	……130円
	 （団体130円）
　　※団体は１５人以上　小学生未満無料

■休 館 日	 4月27日㈪、5月7日㈭、11日㈪、18日㈪

■期間／

	 5月23日㈯
	 ～6月21日㈰
■場所／小浜温泉街一帯
　　　 （ジャカランダ通り）　

第１０回��小浜温泉ジャカランダフェスタ
～湯煙の町で紫の花に癒されてみませんか？～

★主なイベント
　オープニングナイトライブ
　……………………５月２３日㈯
　夜間ライトアップ
　……５月２３日㈯～６月２１日㈰
　フォトコンテスト
　……５月２３日㈯～６月２１日㈰
　ジャカランダ染め体験
　……５月２３日㈯～６月２１日㈰

問　小浜温泉観光協会　☎７４－２６７２ その他、楽しいイベント盛りだくさん！
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